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各
管
内
と
も
に
予
備
率
３
％
以
上

今
冬
の
電
力
、余
力
を
確
保

　

九
州
電
力
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
設
備

の
接
続
申
し
込
み
を
、
２
０

１
４
年
９
月
25
日
か
ら
数
カ

月
間
に
わ
た
り
管
内
全
域
で

保
留
す
る
と
発
表
し
、東
北
、

四
国
、
北
海
道
な
ど
他
の
電

力
会
社
も
追
随
し
た
。
沖
縄

電
力
も
接
続
可
能
量
の
上
限

超
過
を
発
表
し
た
。
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

に
よ
っ
て
太
陽
光
発
電
が
急

増
し
、
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
可
能
性
が
生
じ

た
た
め
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
電
力
安
定
供
給

と
品
質
維
持
を
目
標
と
す
る

電
力
会
社
の
見
解
と
し
て
理

解
は
で
き
る
。
だ
が
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
最

「
先
駆
け
の
地
」
の
実
現
を

目
指
し
て
き
た
。
先
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
も
福
島

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
拠
点
化
を
目
指
す
と
明
記

さ
れ
、
福
島
復
興
再
生
特
別

措
置
法
第
79
条
に
は
財
政
上

の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講

ず
る
べ
き

国
の
責
務

も
記
さ
れ

る
な
ど
、

重
要
施
策

と
し
て
積
極
的
な
推
進
が
図

ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。そ
の
矢
先
の
回
答
保
留
、

当
然
、
反
発
の
声
は
強
い
。

　

福
島
県
は
、
電
力
会
社
に

よ
る
系
統
接
続
保
留
の
決
定

が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
と
産
業
復
興
の
根
幹
を
揺

る
が
す
重
大
な
問
題
だ
と
し

て
行
政
当
局
へ
提
言
書
を
提

出
す
る
構
え
だ
。
論
拠
は
実

際
に
運
転
開
始
し
て
い
る
設

備
が
少
な
い
こ
と
。
東
北
電

力
管
内
の
太
陽
光
の
設
備
認

定
は
１
０
７
３
万
㌔
㍗
（
２

０
１
４
年
５
月
末
）
だ
が
、

そ
の
う
ち
運
転
を
開
始
し
た

の
は
63
万
㌔
㍗
で
、
わ
ず
か

５
・
８
％
。
そ
の
段
階
で
の

保
留
措
置
は
妥
当
性
に
欠
く

と
指
摘
。
ま
た
、
発
電
設
備

の
建
設
に
め
ど
が
立
た
な
い

ま
ま
、
認
定
だ
け
を
受
け
て

い
る
空
押
さ
え
の
事
業
者
の

存
在
が
、
健
全
な
新
規
事
業

を
妨
げ
て
い
る
と
も
異
議
を

唱
え
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
現
在
、

経
済
産
業
省
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
電
力
会
社
に
お
け
る
接
続

可
能
量
の
検
証
を
進
め
て
い

る
。
２
０
１
４
年
11
月
５
日

の
会
合
で
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入

を
実
現
す
る
た
め
の
論
点
と

し
て
、
①
再
エ
ネ
の
バ
ラ
ン

ス
あ
る
導
入
を
巡
る
現
状
の

制
度
と
ル
ー
ル
②
再
エ
ネ
の

調
達
価
格
③
設
備
認
定
の
取

消
・
失
効
に
よ
る
対
応
④
運

転
前
の
出
力
変
更
へ
の
対
応

⑤
運
転
後
の
出
力
変
更
へ
の

対
応
⑥
調
達
価
格
の
決
定
時

点
の
再
検
討
⑦
地
方
自
治
体

へ
の
情
報
提
供
、
な
ど
を
示

し
、
認
定
取
り
消

し
も
含
め
た
議
論

が
な
さ
れ
た
。

　

多
く
の
県
民
や

企
業
が
事
業
実
現

を
目
前
に
「
足
止
め
」
さ
れ
、

県
内
経
済
全
体
へ
の
影
響
は

計
り
知
れ
な
い
。
福
島
県
の

復
興
に
水
を
差
す
深
刻
な
事

態
で
あ
り
、
国
の
重
要
施
策

と
も
大
き
く
矛
盾
す
る
。
早

期
の
解
決
を
期
待
し
た
い
。

▼
愛
知
目
標

　

２
０
１
０
年
に
開
か
れ

た
生
物
多
様
性
条
約
第
10

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
）
で
採
択
さ
れ
た
、
２

０
１
１
年
以
降
の
生
物
多

様
性
に
関
す
る
国
際
的
な

取
り
組
み
の
目
標
。
Ｃ
Ｏ

Ｐ
10
が
愛
知
県
名
古
屋
市

で
開
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら

こ
の
名
称
が
つ
い
た
。

　

20
の
目
標
が
あ
り
、
サ
ン

ゴ
礁
の
人
的
被
害
に
関
す
る

も
の
は
目
標
10
。そ
の
ほ
か
、

自
然
生
息
地
の
損
失
速
度
の

半
減
や
既
知
の
絶
滅
危
惧
種

の
絶
滅
防
止
を
２
０
２
０
年

ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
な
ど

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固

定
価
格
買
い
取
り
制
度

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、

地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
）
で
つ

く
ら
れ
た
電
気
の
買
い
取
り

を
、
電
力
会
社
に
義
務
づ
け

た
制
度
。
電
力
会
社
は
定

め
ら
れ
た
価
格
で
一
定
期

間
、
買
い
取
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
費
用
は

電
気
を
使
う
需
要
家
が
電

気
料
金
と
あ
わ
せ
て
支
払

う
賦
課
金
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
る
。
買
い
取
り
価
格
と

期
間
は
、
そ
の
時
点
で
の

発
電
費
用
な
ど
を
勘
案
し

て
毎
年
度
見
直
さ
れ
る
。

　

発
電
コ
ス
ト
が
高
い
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
拡
大
を
目
的
と
し
て
つ

く
ら
れ
た
制
度
。

も
、
す
べ
て
の
電
力
会
社
管

内
で
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る

予
備
率
３
％
を
確
保
で
き
る

と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
北

て
決
定
さ
れ
た
も
の
。

　

需
給
見
通
し
で
は
、
経
済

成
長
な
ど
を
見
込
ん
だ
う
え

で
、
厳
冬
に
な
っ
た
場
合
で

　

２
０
１
４
年
10
月
、
政
府

は
今
冬
の
電
力
需
給
対
策
を

明
ら
か
に
し
た
。
経
済
産
業

省
の
電
力
需
給
検
証
小
委
員

会
で
検
証
さ
れ
た
各
電
力
会

社
の
需
給
見
通
し
を
踏
ま
え

海
道
電
力
の
管
内
は
、
他
の

電
力
会
社
か
ら
の
融
通
に
制

限
が
あ
り
、
最
大
電
源
ユ
ニ

ッ
ト
の
脱
落
で
供
給
不
足
に

陥
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

特
段
の
注
意
が
必
要
だ
と
し

た
。

　

需
給
対
策
と
し
て
は
沖
縄

電
力
管
内
を
除
く
全
国
で
数

値
目
標
の
な
い
節
電
協
力
要

請
を
出
し
た
。
協
力
要
請
の

期
間
・
時
間
帯
は
２
０
１
４

年
12
月
１
日
〜
２
０
１
５
年

３
月
31
日（
12
月
29
〜
31
日
、

１
月
２
日
を
除
く
）
の
平
日

９
〜
21
時
（
北
海
道
と
九
州

は
８
〜
21
時
）。
ほ
か
に
電

力
各
社
に
対
す
る
発
電
設
備

の
保
守
・
保
全
の
強
化
要
請

や
北
海
道
電
力
の
計
画
停
電

回
避
緊
急
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
準
備
な
ど
も
実
施
す
る
。

ア
イ
デ
ア
満
載 

冬
の
暖
房
対
策

「
省
エ
ネ
の
達
人
」
に
学
ぶ
エ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

新
卒
入
社 

三
好
ひ
と
み
の
１
日

Techno V
iew

C
om
e on N

ew
Face

大
限
加
速
す
る
と
し
た
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

意
に
は
反
し
て
い
る
。

　

特
に
福
島
県
で
は
、
復
興

を
成
し
遂
げ
る
た
め
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飛
躍
的
推

進
を
柱
と
位
置
づ
け
そ
の

スマートクロック
テーマ曲

ココ（ ）にアクセス

無料配信中 !!

　

２
０
１
４
年
10
月
、韓
国
の
平
昌（
ピ

ョ
ン
チ
ャ
ン
）
で
生
物
多
様
性
条
約
第

12
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
12
）
が
開

催
さ
れ
た
。
人
間
の
暮
ら
し
に
恩
恵
を

与
え
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
の
つ
な

が
り
で
あ
る
生
物
多
様
性
の
保
全
や
、

そ
の
持
続
可
能
な
利
用
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
う
国
際
会
議
。
１
６
２
の
国
や

地
域
、
国
際
機
関
な
ど
３
０
０
０
人
以

上
が
参
加
し
た
。

　

同
月
６
〜
17
日
に
開
か
れ
た
会
議
の

初
日
に
発
表
さ
れ
た
の
は
「
地
球
規
模

生
物
多
様
性
概
況
第
４
版
（
Ｇ
Ｂ
Ｏ

４
）」。
こ
の
報
告
書
は
、
現
在
各
国
で

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
生
物

多
様
性
戦
略
計
画2011-2020

」
と
「
愛

目
標
で
は
達
成
が
困
難
だ
と
示
さ
れ
た

も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
た
各
国

は
、
目
標
達
成
に
向
け
て
緊
急
で
効
果

的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
合
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
９
以
来
の
課
題
だ
っ

た
途
上
国
に
対
す
る
資
金
支
援
に
つ
い

て
は
、
交
渉
が
難
航
し
つ
つ
も
、
合
意

に
至
っ
た
。
内
容
は
「
２
０
１
５
年
ま

で
に
、
２
０
０
６
〜
２
０
１
０
年
の
年

間
資
金
の
平
均
か
ら
倍
増
さ
せ
、
そ
れ

を
２
０
２
０
年
ま
で
維
持
す
る
こ
と
」。

知
目
標
」（
左
欄
用
語
解
説 

）
の
進

捗
状
況
を
分
析
し
、
中
間
評
価
し
た
も

の
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
掲
げ
ら
れ
て
い

る
ほ
と
ん
ど
の
目
標
に
対
し
、
施
策
は

不
十
分
で
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
サ
ン

ゴ
礁
を
人
的
被
害
か
ら
守
る
と
い
っ
た

途
上
国
へ
の
資
金
支
援
な
ど
合
意

こ
れ
ら
の

議
題
の
ほ

か
、海
洋
・

沿
岸
の
生

物
多
様
性
、
条
約
の
効
率
的
な
運
用
な

ど
広
範
な
分
野
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、

34
の
決
定
事
項
が
採
択
さ
れ
た
。

　

次
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
13
は
、
２
０
１
６
年

11
月
に
メ
キ
シ
コ
の
ロ
ス
カ
ボ
ス
で
開

催
さ
れ
る
予
定
。　
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新
年
を
迎
え

る
行
事
が
一
段

落
す
る
と
、
次

の
全
国
的
な
祝

典
は
成
人
式
。

１
月
の
第
２
月
曜
日
、
今
年

は
12
日
が
「
成
人
の
日
」
だ
。

法
律
で
は
「
お
と
な
に
な
っ

た
こ
と
を
自
覚
し
、
み
ず
か

ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年

を
祝
い
は
げ
ま
す
」
た
め
の

祝
日
と
定
め
て
い
る
。

▼
一
人
前
の
大
人
に
な
っ
た

こ
と
を
祝
う
儀
式
は
古
く
か

ら
あ
る
。
現
在
の
成
人
式
は

歴
史
小
説
な
ど
で
よ
く
描
か

れ
る
「
元
服
」
が
ル
ー
ツ
だ
。

服
装
や
髪
形
を
改
め
幼
名
を

廃
す
る
元
服
。そ
の
年
齢
は
、

時
代
や
家
柄
な
ど
に
よ
っ
て

ま
ち
ま
ち
で
、
今
の
20
歳
と

い
う
よ
う
な
明
確
な
基
準
で

は
な
か
っ
た
。

▼
た
だ
、
農
村
部
な
ど
で
行

わ
れ
る
通
過
儀
礼
で
は
、
年

齢
と
は
異
な
る
一
人
前
の
基

準
が
あ
っ
た
。「
米
俵
１
俵

を
持
ち
上
げ
ら
れ
る
か
」「
１

日
で
１
反
の
田
植
え
が
で
き

る
か
」
な
ど
と
い
っ
た
、
そ

の
人
の
持
っ
て
い
る「
能
力
」

を
査
定
す
る
も
の
だ
。

▼
本
紙
を
発
行
す
る
日
本
テ

ク
ノ
の
設
立
は
１
９
９
５
年

４
月
。
２
０
１
５
年
の
今
年

満
20
周
年
を
迎
え
る
。
積
み

上
げ
た
年
の
数
で
は
法
律
上

の
成
人
と
さ
れ
る
期
間
と
同

じ
だ
け
の
時
間
を
経
て
き

た
。
そ
の
歩
み
の
中
で
、
大

人
の
企
業
と
し
て
認
め
ら
れ

る
能
力
は
身
に
つ
い
た
と
自

負
す
る
。
だ
が
、
多
く
の
人

生
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

優
劣
の
評
価
は
成
人
後
の
行

い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
そ
れ
を
肝
に
銘
じ
次
の

歴
史
を
刻
ん
で
い
く
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
へ

早
期
の「
足
止
め
」解
消
を
期
待

温
暖
化
対
策 
国
際
目
標
へ
道
筋
は
複
数

会
は
、
産
業
革
命
前
か
ら
の

温
度
上
昇
を
２
℃
未
満
に
抑

え
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

２
℃
の
上
昇
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
累
積
排
出
量
が
２
兆

▼
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

　

Intergovernmental 
Panel on Climate Change

（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
）
の
略
称
。
１
９

８
８
年
、世
界
気
象
機
関（
Ｗ

Ｍ
Ｏ
）と
国
連
環
境
計
画（
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
） 

に
よ
り
設
立
さ
れ

た
国
際
的
組
織
。
地
球
温
暖

化
の
影
響
や
対
応
策
な
ど
の

科
学
的
情
報
を
、
各
国
の
政

策
決
定
者
に
示
す
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
。

　

評
価
報
告
書
は
１
９
９
０

年
以
降
こ
れ
ま
で
４
回
発
表

さ
れ
、
今
回
は
５
度
目
。
世

界
の
専
門
家
や
政
府
の
査
読

を
受
け
て
作
成
さ
れ
る
。
こ

９
０
０
０
億
㌧
に
達
し
た
と

き
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
。
現
在
の
累
積
量
は
１

兆
９
０
０
０
億
㌧
。
残
り
は

１
兆
㌧
で
、
現
在
の
排
出
ペ

ー
ス
で
は
20
〜
30
年
で
上
限

に
達
し
て
し
ま
う
。
だ
が
統

合
報
告
書
で
は
、
２
℃
の
目

標
を
達
成
さ
せ
る
道
筋
は
複

数
あ
る
と
表
明
。
そ
れ
に
は

　

目
標
の
実
現
に
は
、
発
電

部
門
の
省
エ
ネ
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
回
収

し
て
地
中
に
貯
留
す
る
Ｃ
Ｃ

Ｓ
な
ど
の
技
術
を
さ
ら
に
普

及
さ
せ
る
こ
と
が
有
効
だ
と

し
た
。
統
合
報
告
書
に
示
さ

れ
た
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

提
案
は
、
今
後
、
各
国
の
政

策
決
定
者
の
判
断
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
２

０
５
０
年
に
２
０
１
０
年
比

で
40
〜
70
％
削
減
し
、
今
世

紀
末
に
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
分
析
す
る
。

告
書
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
は
、
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
の
会
合
な
ど
温
暖
化
問
題

を
議
論
す
る
場
で
重
要
な
資

料
に
な
る
。

　

統
合
報
告
書
で
は
、
地
球

の
温
暖
化
は
疑
い
の
余
地
が

な
い
と
し
た
う
え
で
、
そ
の

原
因
は
、
人
為
起
源
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
に
あ
る
可
能

性
が
極
め
て
高
い
（
95
％
以

上
）
こ
と
を
示
し
た
。
温
暖

化
の
影
響
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て

も
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て

持
続
す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
国
際
社

　

第
５
次
評
価
報
告
書
は
、

自
然
科
学
、
影
響
、
対
応
策

の
３
つ
の
作
業
部
会
報
告
書

と
、
そ
れ
ら
を
分
野
横
断
的

に
ま
と
め
た
今
回
の
統
合
報

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
５
次
統
合
報
告
書
を
公
表

　

２
０
１
４
年
11
月
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
地
球
温
暖

化
に
関
す
る
最
新
の
状
況
や
対
応
策
な
ど
を
ま
と
め
た
第
５
次
評
価
報
告
書（
統
合
報
告
書
）

を
公
表
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
開
か
れ
て
い
た
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
40
回
総
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
。

統
合
報
告
書
は
今
後
、
国
際
的
な
温
暖
化
対
策
の
交
渉
に
重
要
な
役
割
を
担
う
。

IPCC第５次統合報告書の主な内容

の
第
５
次
評
価
報
告
書
は
、

８
０
０
名
を
超
え
る
執
筆
者

に
よ
っ
て
、
約
４
年
か
か
っ

て
作
成
さ
れ
た
。
今
後
、
温

暖
化
問
題
の
国
際
交
渉
な
ど

で
科
学
的
根
拠
と
な
る
。

2014年秋季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
と
お
り
で

す
。
グ
レ
ー
の
二
重

囲
み
マ
ス
に
あ
る
５

つ
の
文
字
を
組
み
合

わ
せ
た
「
シ
ゲ
ン
ゴ
ミ

（
資
源
ゴ
ミ
）」が
正
解
。

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し

た
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

答えは「シゲンゴミ」
（資源ゴミ）でした。
多数のご応募ありがとうございました。

　

２
０
１
４
年
８
月
、
環
境

省
は「
環
境
経
済
観
測
調
査
」

（
環
境
短
観
）
の
同
年
６
月

の
調
査
結
果
を
ま
と
め
公
表

し
た
。
こ
の
調
査
は
２
０
１

０
年
12
月
か
ら
半
年
ご
と
に

実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
の
業
況
Ｄ
Ｉ
（
デ
ィ
フ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
＝
「
良
い
」
と
回
答
し
た

割
合
マ
イ
ナ
ス
「
悪
い
」
と

回
答
し
た
割
合
、
％
ポ
イ
ン

ト
）
は
27
で
、
前
回
調
査
よ

り
２
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い

る
。
全
産
業
を
対
象
に
す
る

同
時
期
の
日
銀
短
観
の
業
況

Ｄ
Ｉ
が
７
で
あ
っ
た
こ
と
と

比
べ
て
も
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

が
好
調
を
維
持
し
て
い
る
結

果
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
半

年
先
と
10
年
先
の
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
29
と
46
。
先

へ
ゆ
く
ほ
ど
明
る
い
見
通
し

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
全
業
種
か
ら
み
た

業
況
で
は
な
く
、
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
企
業
か

ら
み
た
自
社
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は

22
だ
っ
た
。
こ
れ
も
前
回
調

査
の
17
か
ら
５
ポ
イ
ン
ト
増

加
。
こ
こ
で
の
半
年
先
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
24
、
10
年
先
は
27

だ
っ
た
。

　

同
時
に
調
査
さ
れ
た
「
発

展
し
て
い
る
と
考
え
る
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
」
の
項
目
で
は
、

現
在
と
半
年
先
の
第
１
位
が

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
」

で
、
10
年
先
に
は
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
な
る
。

こ
の
２
つ
の
分
野
は
、現
在
・

半
年
先
・
10
年
先
の
い
ず
れ

の
時
点
で
も
上
位
５
ビ
ジ
ネ

ス
に
入
っ
て
お
り
、
地
球
温

暖
化
対
策
分
野
の
ビ
ジ
ネ
ス

が
有
望
視
さ
れ
て
い
る
状
況

を
示
し
て
い
る
。

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
好
調
を
維
持

半
年
、10
年
、先
へ
ゆ
く
ほ
ど
見
通
し
明
る
く

※  DI は回答割合を引き算した％ポイント。計
算式にすれば「良い」－「悪い」。数値がプ
ラスなら「良い」が、マイナスなら「悪い」
が優位であることを示す。

ジ ュ シ ャ ゲ
ュ 　 モ ミ 　
　 ト ン 　 オ
シ ケ 　 ゴ ヤ
バ イ オ マ ス

電力各社の需給見通し
（2015年 2月）

電力会社
予備率

供給力（万 kW）
最大需要（万 kW）

北海道
11.4％

620
557

東北
9.0％
1,516
1,391

東京
7.9％
5,375
4,980

中部
5.7％
2,530
2,393

関西
3.0％
2,612
2,535

北陸
7.2％

559
521

中国
8.3％
1,135
1,048

四国
5.5％

527
500

九州
3.0％
1,562
1,516

９電力
6.4％
16,436
15,441

沖縄
53.4％

176
115

調 査 現 在 半年先 10年先
今 回 27 29 46
前 回 25 28 51

環境ビジネスの業況（DI）

発展していると考える環境ビジネス
順位 現 在 半年先 10年先

1 省エネルギー
自動車

省エネルギー
自動車

再生可能
エネルギー

2
大気汚染
防止用
装置・施設

太陽光発電
システム

（関連機器製造）

省エネルギー
自動車

3
太陽光発電
システム

（関連機器製造）

再生可能
エネルギー

大気汚染
防止用
装置・施設

4
下水、排水
処理用装置・
施設

大気汚染
防止用
装置・施設

スマート
グリッド

5 再生可能
エネルギー

太陽光発電
システム

（据付・ メンテナンス等）

その他
地球温暖化
対策ビジネス

※ 再生可能エネルギーは、風力／水力／地熱／
太陽熱利用／バイオガス／中小水力などの装
置製造、新エネ売電ビジネスなどを指す。

第12回締約国会議 韓国で開催

▼観測された変化
 気候システムの温暖化は疑う余地がない。
雪氷の量は減少し、海面水位の上昇などが
発生している。

▼温暖化の原因
 人為起源の温室効果ガスの排出量は史上最
高。この排出により、過去80万年で前例
のない水準まで温室効果ガスを増加させた。
これが、95％以上の確率で温暖化の原因と
なっている。

▼極端現象
 1950年ごろ以降、極端な低温の減少、極
端な高温の増加、極端に高い潮位の増加、
強い降水現象の増加が多く観測されている。

▼将来予測される温暖化
 地上気温は、いずれの排出シミュレーション
をみても21世紀にわたって上昇が予測さ
れる。温暖化の影響は、たとえ温室効果ガ
スの人為的な排出がゼロになっても、 何世
紀にもわたり持続するだろう。

▼温暖化を緩和させる努力
 現在を上回る追加的な緩和努力がないと、
温暖化は２１世紀末までに、深刻で広範にわ
たる不可逆的な影響を及ぼす。対策は社会
的な損失を招く場合もあるが、温暖化のリ
スクを考慮し、長期的視野に立てば社会の
便益を増加させる。

▼温暖化を２℃未満にする削減策
 工業化以前と比べ温暖化を2℃未満に抑え
る対策の方法は複数ある。その対策には、
今後数十年間にわたり大幅に温室効果ガス
の排出を削減し、２１世紀末までに排出をほ
ぼゼロにすることが必要。

▼複合的な対策の必要性
 いずれの対策も単一の選択肢だけで十分と
いうものはない。ほかの社会的目標に温暖
化対策がリンクされた統合的な対応が効果
を発揮する。

http://www.n-techno.co.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/
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こ
と
な
ら
す
べ
て
お
任
せ
く
だ

さ
い
」
と
言
え
る
体
制
を
整
え

る
に
至
っ
た
。
お
客
様
と
電
気

に
真
剣
に
向
き
合
い
、
時
代
の

流
れ
を
予
測
し
、
先
々
へ
の
布

石
を
打
ち
続
け
て
き
た
結
果
と

自
負
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
サ
ー
ビ
ス

を
深
化
さ
せ
た
過
程
は
次
の
よ

う
に
な
る
。

　

ま
ず
、「
見
え
る
化
」
の
言

葉
が
今
ほ
ど
認
知
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
警
報
や
パ

ト
ラ
ン
プ
で
使
い
過
ぎ
を
知
ら

せ
る
電
気
使
用
状
況
の
可
視
化

を
提
供
。
そ
の
後
、
モ
ニ
タ
ー

に
表
示
さ
れ
る
顔
の
表
情
な
ど

で
省
エ
ネ
行
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
理
解
で
き
る
「
理
解
（
わ
か
）

る
化
」
の
発
想
を
追
加
。
そ
こ

に
こ
れ
ま
で
ス
ト
ッ
ク
し
て
き

た
省
エ
ネ
手
法
を
提
供
し
な
が

ら
、
お
客
様
と
と
も
に
考
え
る

こ
と
で
効
果
を
生
み
出
し
た
。

　

効
果
を
生
む
に
至
っ
て
も
、

そ
の
先
へ
進
ん
だ
。

一
時
的
な
効
果
で
は

な
く
、
そ
れ
を
持
続

さ
せ
、
省
エ
ネ
行
動

を
定
着
さ
せ
る
工
夫

だ
。
そ
の
対
策
と
し

て
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ

ー
の
強
化
を
図
る

「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
１
２
３
」

と
い
う
名
称
の
サ
ー

ビ
ス
体
制
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
省
エ
ネ
を
推
進
す

る
企
業
内
に
活
動
の

重
要
性
を
気
づ
か
せ

る
意
識
改
革
が
起
こ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
今
後
は
２

０
２
０
年
ま
で
を
目

標
に
、
す
べ
て
の
お
客
様
へ
省

エ
ネ
運
用
改
善
カ
ル
テ
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
計
画
を
進
め
て

い
る
。
事
業
場
ご
と
に
異
な
る

個
別
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。

各
事
業
場
の
「
カ
ル
テ
」
と
考

え
、
当
社
が
ド
ク
タ
ー
や
栄
養

士
の
よ
う
に
、
デ
ー
タ
や
現
状

を
把
握
す
る
こ
と
で
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
提
供
し
続
け
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

言
葉
も
知
ら
れ
て
い
な
い
と

き
か
ら
「
見
え
る
化
」
を
進
め
、

効
果
が
表
れ
て
も
そ
の
先
を
見

越
し
て
活
動
の
定
着
に
ア

イ
デ
ア
を
凝
ら
し
、
難
事

と
の
意
見
も
出
た
個
別
カ

ル
テ
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

に
着
手
す
る
。
こ
れ
が

先
々
の
流
れ
に
対
し
、
事

前
に
手
を
打
っ
て
お
く
姿

勢
の
一
例
だ
。

　

一
方
、
２
０
１
６
年
の

電
力
自
由
化
に
向
け
て
、

業
界
全
体
が
大
き
な
動
き

を
み
せ
て
い
る
。
新
規
参

入
の
事
業
者
が
次
々
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発

電
所
を
立
ち
上
げ
、
管
轄

を
超
え
た
電
力
供
給
が
な

さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
動
き
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
当
社
は
、
愚

直
と
も
い
え
る
こ
だ
わ
り
で
電

力
の
安
定
供
給
を
基
本
と
し
、

電
気
設
備
の
保
安
管
理
業
務
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
支
援
を
続

け
て
い
る
。
２
カ
所
目
と
な
る

自
社
発
電
所
の
建
設
も
進
ん
で

お
り
、
今
期
に
は
運
転
を
開
始

NIHON TECHNO　２０15.01

　

２
０
１
４
年
９
月
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
地
球
温

暖
化
問
題
を
議
論
す
る
「
国
連

気
候
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
か
れ
た
。

開
催
を
呼
び
掛
け
た
の
は
、
潘

基
文
（
パ
ン
ギ
ム
ン
）
事
務
総

長
。
交
渉
が
難
航
し
て
い
る
ポ

ス
ト
京
都
議
定
書
（
温
暖
化
対

策
の
国
際
的
ル
ー
ル
と
な
っ
て

い
た
「
京
都
議
定
書
」
に
代
わ

る
２
０
２
０
年
以
降
の
国
際
的

枠
組
み
）
に
各
国
が
協
力
す
る

よ
う
求
め
る
狙
い
。
演
説
で
は

「
今
回
は
話
し
合
い
で
は
な
く
、

歴
史
を
つ
く
る
た
め
に
集
ま
っ

た
」
な
ど
と
語
っ
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
を
は
じ
め
、

ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
、

Ｅ
Ｕ
の
バ
ロ
ー
ゾ
委
員
長
ら
１

７
８
の
国
や
地
域
か
ら
の
首
脳

お
よ
び
閣
僚
が
集
ま
っ
た
。
う

回
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
の

場
で
国
際
的
な
合
意
を
得
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
今

後
の
交
渉
を
本
格
化
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
合
意
し
た
。
温
室
効

果
ガ
ス
の
２
大
排
出
国
と
な
っ

て
い
る
ア
メ
リ
カ
と
中
国
も
、

削
減
目
標
の
提
示
な
ど
で
協
調

し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

　

２
０
１
５
年
、
日
本
テ
ク
ノ

は
設
立
20
周
年
を
迎
え
る
。
お

客
様
、
電
気
管
理
技
術
者
、
事

業
パ
ー
ト
ナ
ー
、
そ
し
て
従
業

員
と
の
歴
史
で
あ
り
、
未
来
へ

の
ス
テ
ッ
プ
で
も
あ
る
。

　

事
業
は
電
気
設
備
の
保
安
管

理
業
務
か
ら
始
め
た
。
や
が

て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
自

動
検
針
、
設
備
改
善
に
よ
る
省

エ
ネ
対
策
、
電
力
小
売
り
、
発

電
事
業
と
分
野
を
拡
大
し
て
い

っ
た
。
現
在
で
は
、「
電
気
の

　

日
本
の
安
倍
首
相
は
サ
ミ
ッ

ト
の
演
説
で
「
途
上
国
支
援
」

「
技
術
革
新
と
普
及
」「
国
際
枠

組
み
へ
の
貢
献
」
の
３
項
目
に

触
れ
た
。
２
０
１
３
年
に
約
束

し
た
約
１
６
０
億
ド
ル
の
途
上

国
支
援
を
、
１
年
半
余
り
で
達

成
し
た
こ
と
を
強
調
。
さ
ら
に

今
後
３
年
間
で
新
た
に
気
候
変

動
分
野
の
人
材
１
万
４
０
０
０

人
を
育
成
す
る
と
明
言
し
た
。

育
成
す
る
人
材
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
技
術
者
や
気
象
予

測
の
専
門
家
な
ど
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。

ち
首
脳
の
出
席
は
１
２
０
カ
国

以
上
。
温
暖
化
を
テ
ー
マ
に
し

た
首
脳
級
の
会
合
で
は
、
過
去

最
大
の
規
模
に
な
っ
た
。

　

ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
は
、
２

０
１
５
年
末
に
開
か
れ
る
第
21

新
た
に
水
力
発
電
に
着
目
し
、
ス
ク

リ
ュ
ー
タ
イ
プ
な
ど
試
行
錯
誤
を
経

て
、
一
昨
年
か
ら
は
水
車
式
の
発
電

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

市
川
さ
ん
は
「
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
、
電
気
の
重
要
性
や
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
発
電
機
の
研
究

を
先
輩
か
ら
引
き
継
い
だ
」と
言
う
。

た
。
発
電
機
部
分
に
は
、
自
転
車
の

ラ
イ
ト
に
使
用
さ
れ
る
ハ
ブ
ダ
イ
ナ

モ
を
流
用
し
て
い
る
。

　
「
羽
根
の
枚
数
や
角
度
を
変
え
て

よ
り
効
率
的
な
条
件
を
調
べ
て
い
ま

す
が
、
効
率
の
よ
い
羽
根
の
形
が
か

な
ら
ず
し
も
耐
久
性
と
結
び
つ
か
な

い
。
ま
た
耐
久
性
を
重
視
す
る
と
、

軽
量
化
が
で
き
ず
、
利
用
者
の
希
望

に
沿
わ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま

う
」
と
市
川
さ
ん
は
研
究
の
難
し
さ

を
話
す
。
ま
た
発
電
の
難
し
さ
を
知

っ
て
か
ら
は
、
普
段
の
生
活
で
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
電
気
を
大
切
に
使

う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、
消
灯
な
ど

の
省
エ
ネ
行
動
を
、
自
然
に
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

 

膨
ら
む
電
気
へ
の
興
味

　

昨
年
夏
か
ら
姉
妹
校Singapore 

National Junior College

の
生
徒
も

研
究
に
参
加
。「
発
電
機
を
水
に
浮

か
べ
る
と
水
位
が
一
定
し
て
発
電
量

も
安
定
す
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど

水路の流れで電気をつくる

　

埼
玉
県
本
庄
市
に
あ
る
早
稲
田
大

学
本
庄
高
等
学
院
で
は
、
文
部
科
学

省
の
進
め
る
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
指
定

校
と
し
て
先
進
的
な
科
学
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆

　

取
り
組
み
の
一
つ
が
、
地
域
と
連

携
し
た
河
川
の
環
境
改
善
活
動
だ
。

本
庄
市
内
中
心
部
に
は
元
小
山
川
と

い
う
小
河
川
が
流
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
学
校
か
ら
車
で
５
分
ほ
ど
の
場
所

国
連
気
候
サ
ミ
ッ
ト
開
催

需
要
家
の
負
担
２・７
兆
円

太
陽
光
な
ど
認
定
設
備
の
全
稼
働
で
賦
課
金
４
倍
強

に
は
こ
の
川
の
源
流
と
な
る
湧
き
水

が
あ
る
。
元
小
山
川
は
、
近
年
の
生

活
排
水
の
増
加
に
よ
り
水
質
が
悪

化
。
水
質
改
善
を
望
む
地
元
の
人
々

の
声
を
受
け
て
、
同
校
で
は
市
内
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
、
近
隣
の
小
学
校
と
合
同

で
水
質
調
査
や
生
物
の
生
態
調
査
を

続
け
て
き
た
。

 

発
電
機
づ
く
り
に
挑
戦

　

２
年
生
の
市
川
な
つ
み
さ
ん
が
担

当
す
る
の
は
、
農
業
用
水
路
か
ら
元

小
山
川
に
導
水
す
る
箇
所
に
、
発
電

機
を
設
置
す
る
研
究
。
つ
く
っ
た
電

気
は
、
水
質
改
善
に
利
用
す
る
農
業

用
水
が
、
そ
の
取
り
込
み
口
で
詰
ま

っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
泥
な
ど
を

撹
拌
す
る
た
め
の
動
力
源
に
使
う
。

そ
れ
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
つ
く

り
出
そ
う
と
い
う
試
み
だ
。

　

研
究
当
初
は
、
太
陽
光
発
電
に
取

り
組
ん
だ
が
、
季
節
や
天
候
、
時
間

帯
に
よ
っ
て
変
動
が
大
き
く
、
安
定

し
た
電
力
供
給
が
難
し
い
。
そ
こ
で

eco topicseco topics
愛
知
で
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議

　

２
０
１
４
年
11
月
、
愛
知
県
名

古
屋
市
で
「
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）」
に
関

す
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
が
開
催

さ
れ
た
。「
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
10
年
」

と
し
て
国
連
の
推
進
し
て
い
た
期

間
は
２
０
０
５
〜
２
０
１
４
年
。

そ
の
最
終
年
を
締
め
く
く
り
、
新

た
な
目
標
を
掲
げ
る
議
論
の
場
と

な
っ
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、
教
育
が
環
境
保
全

や
貧
困
対
策
な
ど
地
球
規
模
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
重
要
だ
と

す
る
考
え
方
。
会
議
で
は
、
こ
の

10
年
間
の
各
国
で
の
取
り
組
み

が
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
位
置
づ
け
を
高
め

る
な
ど
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た

と
評
価
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１

５
年
以
降
も
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
さ
ら
な
る

強
化
と
拡
大
の
た
め
に
緊
急
の
行

動
を
と
る
よ
う
求
め
た「
あ
い
ち
・

な
ご
や
宣
言
」
を
全
会
一
致
で
採

択
し
、
閉
幕
し
た
。

　

会
議
に
は
ユ
ネ
ス
コ
に
加
盟
す

る
１
５
０
カ
国
・
地
域
か
ら
閣
僚

級
76
人
の
代
表
ほ
か
１
０
０
０
人

以
上
が
参
加
し
た
。

生
物
多
様
性
知
ら
ず
５
割
超

　

２
０
１
４
年
９
月
、
内
閣
府
は

「
環
境
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。

　

調
査
項
目
は
、
①
自
然
に
対
す

る
関
心
②
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
③
生

物
多
様
性
④
絶
滅
危
惧
種
│
│
の

４
つ
。
①
で
は
、
自
然
に
「
関
心

が
あ
る
」
人
の
割
合
は
89
・
１
％

で
、「
関
心
が
な
い
」
人
は
10
・

５
％
だ
っ
た
。
し
か
し
、
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
、
生
物
多
様
性
、
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
（
絶
滅
危
惧
種
を
掲
載

し
た
リ
ス
ト
）
の
３
項
目
に
つ
い

て
「
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」
も
し

く
は
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
答
え

た
人
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
56
・

７
％
、
52
・
４
％
、
52
・
８
％
と

い
ず
れ
も
過
半
数
を
超
え
、
認
知

度
の
低
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

環
境
省
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え

今
後
の
政
策
に
活
用
し
て
い
く
。

環
境
版
ダ
ボ
ス
会
議
開
催

　

２
０
１
４
年
10
月
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
た
め
の
技
術
開
発
を
話

し
合
う
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
フ

ォ
ー
・
ク
ー
ル
・
ア
ー
ス
・
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）」
が
東
京

都
内
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本
政
府

が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
技
術
版

ダ
ボ
ス
会
議
」
と
位
置
づ
け
る
国

際
会
議
。
各
国
の
政
府
高
官
や
学

識
者
、
企
業
関
係
者
ら
約
８
０
０

人
が
参
加
し
た
。
会
議
で
は
、
技

術
革
新
と
そ
の
普
及
が
温
暖
化
問

題
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
う

こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
は
２
０
１
３
年
に
安

倍
晋
三
首
相
が
開
催
を
提
唱
し
、

２
０
１
４
年
か
ら
毎
年
日
本
で
開

か
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

環
境
省 

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の
環
境
配
慮
方
針
ま
と
め
る

　

２
０
１
４
年
８
月
、
環
境
省
は
２
０
２
０
年
に
開

催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
を
契
機
と
し
た
環
境
配
慮
の
活
動
に
つ
い
て
方

針
を
ま
と
め
発
表
し
た
。
環
境
省
が
当
面
取
り
組
む

事
項
は
大
き
く
分
け
て
以
下
の
４
つ
。
①
低
炭
素
化

の
推
進
②
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
推
進
、
良
好

な
大
気
・
水
環
境
の
実
現
③
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
（
３
Ｒ
）
の
徹
底
④
情
報
発
信
・

お
も
て
な
し
、
な
ど
。

　

低
炭
素
化
は
大
会
関
連
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京

都
市
圏
で
も
推
進
す
る
。
地
中
熱
利
用
な
ど
も
含
め

た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
活
用
支
援
や
、
地
方
か
ら

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
支
援
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
で
は
、
コ
ー

ス
周
辺
な
ど
に
保
水
性
・
透
水
性
舗
装
と
い
っ
た
環

境
イ
ン
フ
ラ
を
設
置
す
る
。
３
Ｒ
で
は
、
わ
か
り
や

す
い
分
別
収
集
ラ
ベ
ル
の
導
入
な
ど
を
検
討
す
る
。

情
報
発
信
で
は
、
大
会
関
連
施
設
に
導
入
さ
れ
た
低

炭
素
化
技
術
な
ど
を
国
内
外
に
効
果
的
に
伝
え
る
手

法
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

の
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
発
想
が

提
案
さ
れ
、
学
院
の
生
徒
の
よ
い
刺

激
に
な
っ
て
い
る
。

　

指
導
教
諭
の
半
田
亨
さ
ん
は
「
研

究
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
発
表

の
機
会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
生

徒
は
実
際
に
河
川
に
赴
き
、
実
験
を

繰
り
返
す
。
新
し
い
発
見
に
驚
き
、

成
功
の
達
成
感
を
味
わ
い
、
そ
れ
が

研
究
継
続
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

市
川
さ
ん
も
「
研
究
に
か
か
わ
る

前
、
日
本
は
ど
う
し
て
も
っ
と
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
な
い
の
か
、

と
単
純
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

研
究
の
難
し
さ
や
コ
ス
ト
な
ど
の
課

題
を
前
に
し
て
、
簡
単
な
話
で
は
な

い
と
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
話
す
。

　

姉
妹
校
と
の
意
見
交
換
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
驚
き
と
達
成
感
。

そ
れ
ら
に
後
押
し
さ
れ
て
、
電
気
へ

の
興
味
は
さ
ら
に
膨
ら
む
。

120 人を超える首脳出席
温暖化対策の国際合意へ道

　

試
算
に
加
え
た
の
は
２
０

１
４
年
６
月
末
時
点
の
認
定

済
み
発
電
設
備
。
試
算
の
時

点
で
す
で
に
稼
働
し
て
い
る

設
備
だ
け
な
ら
、
需
要
家
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
賦
課

金
は
６
５
０
０
億
円
だ
が
、

未
稼
働
で
認
定
の
み
を
受
け

た
設
備
を
加
え
る
と
、
そ
の

額
は
４
倍
強
と
な
る
。
１
㌔

㍗
時
当
た
り
の
単
価
は
、０
・

75
円
か
ら
３
・
12
円
に
な
り
、

標
準
的
な
家
庭
の
負
担
額
は

月
に
２
２
５
円
か
ら
９
３
５

円
に
な
る
。
た
だ
し
認
定
の

取
り
消
し
や
事
業
の
断
念
な

ど
が
あ
る
た
め
、
認
定
設
備

の
す
べ
て
が
稼
働
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
実
際
、
認
定
設

備
容
量
は
７
１
７
８
万
㌔
㍗

だ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
約

15
％
し
か
運
転
を
開
始
し
て

い
な
い
。

　

試
算
さ
れ
た
賦
課
金
２
・

７
兆
円
の
内
訳
は
、
企
業
向

け
太
陽
光
＝
２
兆
２
１
７
４

億
円
（
買
い
取
り
量
７
５

５
億
㌔
㍗
時
）、
バ
イ
オ
マ

ス
・
廃
棄
物
＝
２
１
２
５
億

円
（
同
１
６
９
億
㌔
㍗
時
）、

家
庭
向
け
太
陽
光
＝
１
５
５

４
億
円
（
同
48
億
㌔
㍗
時
）、

風
力
＝
７
８
２
億
円
（
同
65

億
㌔
㍗
時
）、
水
力
＝
３
４

６
億
円
（
同
22
億
㌔
㍗
時
）、

地
熱
＝
34
億
円
（
同
１
億
㌔

㍗
時
）。
家
庭
向
け
と
企
業

向
け
を
合
わ
せ
た
太
陽
光
の

占
め
る
割
合
は
９
割
近
く
に

な
る
。
こ
れ
は
太
陽
光
発
電

の
買
い
取
り
価
格
が
ほ
か
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り

も
高
く
設
定
さ
れ
た
こ
と

で
、
企
業
や
個
人
の
参
入
が

集
中
し
た
た
め
。

す
る
予
定
だ
。
供
給
力
を
確
保

し
、
安
定
供
給
の
基
盤
を
整
え

て
の
電
力
小
売
り
拡
大
で
あ

る
。
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ

ー
と
し
て
も
多
く
の
お
客
様
と

と
も
に
電
力
使
用
量
の
削
減
や

電
力
ピ
ー
ク
対
策
に
取
り
組
む

当
社
が
、
安
定
供
給
を
基
本
に

据
え
る
の
は
、
当
然
だ
と
の
思

い
が
あ
る
。

　

当
社
は
、
こ
の
20
周
年
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
一
つ
の
通
過
点
で

あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
も

電
力
に
全
力
で
取
り
組
み
、
将

来
に
向
け
た
予
測
を
怠
ら
ず
、

次
世
代
に
お
い
て
も
電
気
を
守

り
、
つ
く
り
、
賢
く
使
う
こ
と

を
継
承
し
、
新
し
い
形
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
構

築
し
て
い
く
。「
人
」
の
意
識

を
大
切
に
し
、
よ
り
効
果
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
追
求
す
る
。「
必

要
な
と
き
無
駄
な
く
使
い
、
不

要
な
と
き
に
は
使
わ
な
い
」
と

い
う
当
た
り
前
の
省
エ
ネ
活
動

を
啓
発
し
続
け
て
い
く
。

認定設備が全稼働した場合の賦課金額と内訳

目
指
す
は
「
持
ち
運
び
可
能
な
小
水

力
発
電
」。
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
に
も

利
用
で
き
る
小
型
の
発
電
機
を
目
標

に
し
て
い
る
。

　

水
車
本
体
の
材
料
に
選
ん
だ
の
は

漬
物
用
の
樽
の
蓋
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ボ
ー
ド
で
つ
く
っ
た
羽
根
。
ど
ち

ら
も
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し

目
指
す
は
持
ち
運
び
で
き
る
発
電
機

【第16回】 早稲田大学本庄高等学院

元小山川につながる
水路に試作機を設置
してデータをとる。
この作業を繰り返し
実用化できる数値に
近づけていく。

今までもこれからも
電力に全力を傾ける
企業姿勢を継承

　

２
０
１
４
年
９
月
、
経
済
産
業
省
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
：
１
面
用
語
解
説 

）
で
認
定
を
受
け
て
い
る
発
電
設
備
が
す
べ
て
運

転
を
開
始
し
た
場
合
、
単
年
度
の
賦
課
金
額
が
２
・
７
兆
円
に
な
る
と
試
算
を
示
し
た
。

　

電
力
を
中
心
と
し
た
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
知
識

か
ら
、
取
り
巻
く
周
辺
事

情
、
今
後
の
動
向
ま
で
、

や
わ
ら
か
な
語
り
口
で
解

説
す
る
良
書
。
著
者
は
、

東
京
電
力
に
勤
務
し
て
い

た
経
歴
を
持
つ
。
東
日
本

大
震
災
に
起
因
す
る
原
発

事
故
当
時
も
「
被
災
さ
れ

た
方
々
や
お
客
さ
ま
に
、

全
身
全
霊
で
お
詫
び
を
し

続
け
て
」（
２
２
４
ペ
ー

ジ
）
い
た
社
員
の
一
人
だ

っ
た
。

　

冒
頭「
序
」と
巻
末「
補

論
」
を
除
き
本
文
は
３
部

の
構
成
。
第
１
部
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
神
話
」

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
環
境
先
進
国
と
い
わ

れ
る
ド
イ
ツ
、
電
力
会
社

が
持
つ
思
想
と
い
う
３
つ

の
分
野
に
つ
い
て
現
状
を

紹
介
す
る
。
題
名
の
『
誤

解
だ
ら
け
の
電
力
問
題
』

を
表
す
内
容
は
こ
の
第
１

部
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　

第
２
部
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
基
本
」
は
、
電

気
の
つ
く
ら
れ
方
か
ら
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

歴
史
ま
で
、
電
力
に
関
す

る
基
礎
知
識
。
基
礎
と
は

い
え
電
力
業
界
に
携
わ
る

人
に
も
再
確
認
の
意
味
で

ぜ
ひ
目
を
通
し
て
も
ら
い

た
い
部
分
だ
。
続
く
第
３

部
「
電
力
シ
ス
テ
ム
の
今

後
」
で
は
原
子
力
を
含
む

電
力
事
業
の
問
題
を
考
え

る
。

　

本
書
は
、
原
発
推
進
に

反
対
意
見
を
持
つ
人
も
賛

成
と
考
え
る
人
も
、い
や
、

原
発
の
是
非
を
真
剣
に
考

え
た
こ
と
が
な
い
人
に
こ

そ
、
読
ん
で
ほ
し
い
。

誤解だらけの電力問題
竹内純子 著

原発の是非を考える前に読む本

（ウェッジ　1,000円＋税）

Environmental Information

試算時点 全稼働の場合

賦課金
総額 6,500億円 2兆7,018億円

賦課金
単価 0.75円 3.12円

月間
負担額 225円 935円

●賦課金額の試算

●全稼働した場合の賦課金額の内訳

出所：「 直近の認定量が全て運転開始した場合の賦課金
等について」（資源エネルギー庁）

※  2014年 6月末時点の認定設備がすべ
て運転開始したときの試算。賦課金単価
は1kWh 当たり。月間負担額は使用量
300kWh（標準家庭）の金額。

太陽光
（家庭向け）

太陽光（企業向け）

地熱

風力 水力

バイオマス・
廃棄物

シリーズ

ホームセンターで
購入した漬物樽の
蓋にプラスチックボ
ードの小片をつけ
水車を作成。

http://www.nt-e.jp/
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河
村　

設
立
20
周
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

馬
本　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
社
の
設
立
は
１
９
９
５
年
、
そ
の
６

年
前
の
１
９
８
９
年
に
ワ
ン
ル
ー
ム
マ

ン
シ
ョ
ン
で
省
エ
ネ
関
連
の
個
人
事
業

を
立
ち
上
げ
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
人

の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
や

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

河
村　

僕
が
19
歳
で
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ　

Ｓ

Ｅ
Ａ
の
活
動
を
始
め
た
の
も
１
９
８
９

年
で
す
。
分
野
は
違
い
ま
す
が
、
ま
っ

た
く
同
じ
時
代
を
お
互
い
駆
け
上
が
っ

て
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

馬
本　

20
世
紀
と
21
世
紀
を
ま
た
ぐ

歴
史
的
に
み
て
も
節
目
の
時
代
で
す
。

そ
の
中
で
河
村
さ
ん
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
の
今
の
地
位
を
築
い
て
き

遊
び
心
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が

や
っ
て
い
る
こ
と
を
楽
し
め
る
か
。
い

つ
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ら
れ
る
か
。
今

ま
で
蓄
積
し
て
き
た
技
術
な
ど
考
え
ず

「
楽
し
そ
う
」
と
思
っ
た
だ
け
の
き
っ

か
け
で
や
っ
て
み
た
ラ
イ
ブ
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
、
つ
く
っ
た
楽
曲
が
、
思

い
が
け
ず
素
晴
ら
し
い
出
来
に
な
る
ん

で
す
。

愚
直
に
真
面
目
を
貫
く

　

馬
本　

基
本
と
遊
び
心
│
│
。
そ
れ

は
私
の
仕
事
に
も
通
じ
ま
す
。
基
本
に

相
当
す
る
の
は
、
一
途
に
真
面
目
な
会

社
に
し
よ
う
と
考
え
続
け
、
や
り
抜
い

て
き
た
こ
と
で
す
。

　

河
村　

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
評
価
は
高

い
み
た
い
で
す
ね
。

　

馬
本　

で
も
逆
風
も
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
２
０
０
２
年
ご
ろ
に
当
社
を
誹

謗
中
傷
す
る
怪
文
書
が
出
回
っ
た
。
電

気
の
保
安
管
理
と
い
う
既
得
権
者
が
い

る
業
界
に
、
新
参
者
が
加
わ
る
こ
と
へ

の
抵
抗
で
す
。
私
は
こ
れ
に
「
誰
に
も

文
句
を
言
わ
れ
な
い
、
真
に
キ
レ
イ
な

会
社
に
す
る
」
こ
と
で
対
抗
し
た
。
汚

い
や
り
方
に
、
同
じ
方
法
で
仕
返
し
す

る
の
で
は
な
く
、
愚
直
に
真
面
目
を
貫

く
こ
と
で
跳
ね
返
す
。
そ
れ
が
河
村
さ

ん
の
言
う
基
本
と
同
じ
で
し
ょ
う
ね
。

　

河
村　

そ
れ
に
加
え
て
「
遊
び
心
」

も
あ
る
ん
で
す
か
。

　

馬
本　

商
品
開
発
の
分
野
が
「
遊
び

心
」
で
す
。
誰
も
や
ら
な
い
モ
ノ
を
つ

く
っ
て
や
ろ
う
。
お
客
様
が
思
わ
ず
笑

顔
を
浮
か
べ
る
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
出
そ

う
。
そ
れ
を
形
に
す
る
の
は
、
ま
さ
に

河
村
さ
ん
の
言
う
ワ
ク
ワ
ク
で
す
。

　

河
村
さ
ん
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
活
動
を

続
け
ら
れ
る
中
で
、
一
番
う
れ
し
い
と

思
う
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

河
村　

フ
ァ
ン
の
方
か
ら
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
と
き
で
す
ね
。「
あ

な
た
の
曲
で
人
生
が
変
わ
り
ま
し
た
」

と
い
う
内
容
の
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
を
受
け

取
っ
た
り
、
就
職
活
動
の
と
き
に
僕
の

曲
を
聴
い
て
そ
れ
が
励
み
に
な
っ
て
無

事
に
就
職
で
き
た
な
ん
て
話
を
直
接
、

伺
っ
た
り
。

　

フ
ァ
ン
の
方
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話

を
し
て
、
僕
の
活
動
が
何
か
の
役
に
立

っ
た
と
感
謝
さ
れ
る
と
き
、
こ
れ
ま
で

の
行
い
が
多
く
の
人
に
喜
び
を
与
え
て

き
た
、や
っ
て
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
、

と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

馬
本　

私
も
同
じ
で
す
。
一
番
う
れ

し
い
の
は
、
お
客
様
か
ら
感
謝
の
言
葉

を
受
け
た
と
き
。
当
社
の
商
品
の
多
く

は
７
年
の
リ
ー
ス
契
約
で
す
。
お
客
様

は
７
年
後
に
リ
ー
ス
を
止
め
る
判
断
も

で
き
る
。
で
も
大
多
数
は
契
約
を
更
新

さ
れ
ま
す
。
設
立
20
年
な
の
で
当
初
の

お
客
様
は
も
う
３
回
の
更
新
で
す
。
そ

う
し
た
お
客
様
か
ら
「
安
心
だ
か
ら
任

せ
て
い
る
」「
効
果
的
な
省
エ
ネ
を
教

え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
な
ど
の
声

が
い
た
だ
け
る
ん
で
す
。
も
し
か
し
た

ら
、
感
謝
の
言
葉
を
聞
く
た
め
に
続
け

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

感
謝
の
声
を
求
め
て

　

河
村　

僕
は
感
謝
の
言
葉
や
フ
ァ
ン

の
方
の
声
に
、で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
、

直
接
触
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
地
方
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
積
極
的
に
出

演
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
多
く
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
ス
タ
ッ
フ
や
機
材
な
ど

を
こ
ち
ら
が
用
意
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
か
な
り
の
持
ち
出
し
で
す
が
、
そ

れ
に
見
合
う
以
上
の
温
か
い
声
を
も
ら

え
ま
す
。

　

馬
本　

そ
れ
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。

河
村
さ
ん
の
よ
う
な
一
流
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
そ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
と
知

り
、
負
け
て
い
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
。

だ
か
ら
私
も
、
お
客
様
を
直
接
訪
問
す

る
活
動
を
始
め
た
ん
で
す
。
今
年
は
２

０
０
社
回
る
予
定
で
す
。
家
族
経
営
の

比
較
的
小
規
模
の
工
場
か
ら
上
場
企
業

ま
で
全
国
を
行
脚
し
ま
す
。
感
謝
の
言

葉
は
あ
り
が
た
く
受
け
止
め
、
不
満
や

要
望
、ご
意
見
な
ど
も
伺
っ
て
き
ま
す
。

　

河
村　

現
場
は
大
切
で
す
ね
。
ラ
イ

ブ
で
は
フ
ァ
ン
の
方
の
予
想
も
し
な
か

っ
た
反
応
に
触
発
さ
れ
て
、
自
分
で
も

驚
く
よ
う
な
力
が
出
せ
た
り
し
ま
す
。

　

馬
本　

現
場
の
声
を
聞
き
、
さ
き
ほ

ど
の
「
遊
び
心
」
に
も
つ
な
げ
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
笑
顔
を
も

っ
と
引
き
出
す
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
開

発
で
す
。こ
れ
は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
。

　

私
は
河
村
さ
ん
に
触
発
さ
れ
て
20
周

年
の
節
目
に
、
よ
り
現
場
に
近
づ
き
、

今
後
に
生
か
す
目
標
を
立
て
ま
し
た
。

河
村
さ
ん
は
今
後
、
ど
ん
な
活
動
を
さ

れ
て
い
き
た
い
で
す
か
。

　

河
村　

音
楽
活
動
を
し
て
い
て
も
、

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
気
掛
か
り

で
す
。
そ
こ
で
少
し
で
も
自
分
を
役
立

て
た
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け

を
使
っ
た
ラ
イ
ブ
と
か
、
誰
も
使
っ
て

い
な
い
最
先
端
の
環
境
技
術
を
用
い
て

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
と
か
。
自
分
の
や
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
そ
れ
が
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
け
ば
い
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

僕
が
そ
ん
な
活
動
に
利
用
で
き
る
ツ

ー
ル
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
日
本
テ
ク
ノ
さ

ん
に
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

馬
本　

は
い
。
目
標
の
一
つ
に
加
え

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

河
村　

こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

かわむら りゅういち

1970年 神奈川県出身。LUNA SEAの
ヴォーカルとして活躍。1997年にソロ
デビュー。アルバム『Love』のセールス
は300万枚を超えた。ミュージシャン、
小説家、俳優、音楽プロデューサーなど
多彩な分野で活動。2012年 12月、日
本テクノのイメージキャラクターに就任。

感
謝
の
言
葉
を
一
途
に
求
め
て
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
日
本
テ
ク
ノ 

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

河
村
隆
一
さん

Special Guest

　

河
村
隆
一
さ
ん
は
環
境
問
題
に
強
い
関
心
を
持
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
日
本
テ
ク
ノ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
。
河
村
さ
ん
が
ボ
ー

カ
ル
を
務
め
る
「
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ　

Ｓ
Ｅ
Ａ
」
が
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
１
９
８
９
年
。
く
し
く
も
そ
の
年
、
日
本
テ
ク

ノ
の
馬
本
英
一
社
長
は
省
エ
ネ
関
連
の
個
人
事
業
を
立
ち
上
げ
、
今
日
に
至
る
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
一
方
は
音
楽
、
一
方
は
ビ
ジ
ネ
ス
。
分

野
は
異
な
る
が
と
も
に
同
じ
時
代
を
駆
け
抜
け
る
２
人
が
、
来
し
方
行
く
末
、
そ
し
て
信
念
を
互
い
に
披
露
し
た
。

１
９
８
９
年
、２
人
の
若
者
が
音
楽
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
各
分
野
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

2015年 4月、本紙発行元である日本テクノ
は設立20周年を迎える。節目の年にあたり
代表取締役社長の馬本英一がゲストをお迎え
する特別対談を企画した。日本テクノの軌跡
と展望、業界や日本経済の未来、環境問題へ
の対応などを語り合っていく。今回はアーティ
ストの河村隆一さんをお招きした。

た
。
大
切
に
し
て
き
た
も
の
っ
て
何
か

あ
り
ま
す
か
。

　

河
村　

基
本
に
あ
る
の
は
音
楽
家
と

し
て
の
技
術
を
磨
く
こ
と
で
す
。
歌
唱

の
分
野
で
は
音
域
を
広
げ
る
努
力
だ
っ

た
り
、
作
曲
で
は
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の

楽
曲
を
分
析
し
て
自
分
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
加
え
た
り
。
で
も
、
そ
れ
だ
け

で
は
駄
目
。
そ
こ
に
欠
か
せ
な
い
の
は

うまもと えいいち

1965年 東京都出身。日本テクノ 
株式会社 代表取締役社長。1995
年４月に同社を設立。著書に『人
生を逆転させた奇跡の言葉』（KK
ベストセラーズ）がある。

周年記念
特別対談
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日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１ - 

６ -

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１ -

６ -

９

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１ -

９ -

４

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０ -

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２ -

５ -

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２ - 

29 -

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３ -

８ - 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17 -

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１ -

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11 -

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３ - 

15 - 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２ - 

15 -

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２ -

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11 - 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１ -

３ - 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６ -

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４ - 

14 -

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２ -

３ - 

20 

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８ -

３ -

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３ -

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２ -

１ - 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12 -

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２ - 

14 -

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
１ -

２ -

５

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１ -

１ - 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５ -

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18 -

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２
受
付 

９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

Techno View日 本 テ クノ 社 内 情 報

8
面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
c 

／ 

Ｑ
２
：
a 

／ 

Ｑ
３
：
a 

／ 

Ｑ
４
：
d 

５つの出展を計画

Ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
ｓ 

２
０
１
５
」
と

東
京
・
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
文
化
会
館
の
「
焼
肉

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
２
０
１

５
」、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

の
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０
１
５
」。

２
月
も
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で「
第
２
回 

旅
館
甲
子
園
」、

４
月
に
も
同
所
で
「
フ
ァ
ベ

ッ
ク
ス
２
０
１
５
」。
積
極

的
な
出
展
は
、
２
０
１
５
年

も
継
続
し
て
い
く
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
２
０

１
５
年
１
月
か
ら
４
月
に
か

け
て
５
つ
の
展
示
会
へ
出
展

を
計
画
し
て
い
る
。
１
月
は

３
件
、
名
古
屋
の
吹
上
ホ
ー

ル
で
開
催
す
る「
Ｐｒ
ｉｎ
ｔ 

展
示
会

新卒者採用情報 Come on NewFace

移転先情報

大阪府大阪市東成区神路3-2-16
ＪＭ53A

電　話 06-6975-8670
ＦＡＸ 06-6975-0150
移転日 2014年10月6日

　

２
０
１
４
年
10
月
、
日

本
テ
ク
ノ
は
、
大
阪
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
オ
フ
ィ

ス
を
大
阪
市
中
央
区
東
高

麗
橋
か
ら
東
成
区
神
路
へ

と
移
転
さ
せ
た
。
住
所
変

更
に
と
も
な
い
、
電
話
番

号
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
も
変
わ

っ
た
。
移
転
後
の
連
絡
先

は
下
記
の
通
り
。

Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ

こ
れ
ま
で
以
上
に
先
を
読
む
力
が
必

要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
社
会
、
業
界

の
変
化
も
大
き
く
な
り
、
お
客
様
や

取
引
先
に
も
変
化
が
生
じ
る
。
そ
の

と
き
、
ど
う
対
応
し
、
ど
ん
な
変
化

が
要
求
さ
れ
る
の
か
。
先
々
を
予
測

し
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い

こ
う
と
い
う
狙
い
で
す
。

　
「
予
測
」
を
辞
書
で
引
く
と
「
事

の
成
り
行
き
や
結
果
を
前
も
っ
て
お

し
は
か
る
こ
と
。
ま
た
、そ
の
内
容
」

と
あ
り
ま
す
。

　

営
業
の
場
面
で
は
、
自
社
の
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
説
明
す
る
だ
け
で
は

な
く
、お
客
様
が
何
に
困
っ
て
い
て
、

ど
ん
な
解
決
策
が
適
切
な
の
か
を
前

も
っ
て
考
え
、
積
極
的
に
提
案
し
て

い
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　

保
安
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
技

術
者
さ
ん
を
中
心
に
し
た
効
果
的
な

採
用
計
画
の
推
進
、
年
次
点
検
の
実

施
率
１
０
０
％
達
成
な
ど
と
い
っ
た

目
標
に
向
け
、何
が
必
要
か
を
考
え
、

予
測
し
、
課
題
を
吸
い
上
げ
て
解
決

策
を
導
い
て
い
き
ま
す
。

　

技
術
部
で
は
、
お
客
様
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
の
要
請
ま
で
も
予
測
し

た
次
世
代
の
商
品
開
発
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
既
存
商
品
の
設
置
方
法
や

取
付
工
事
で
も
、
よ
り
利
便
性
が
高

ま
る
方
法
を
考
え
、
現
場
の
状
況
を

予
測
し
な
が
ら
、
改
善
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
当
社
は
今
年
、
設
立
20

年
と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
早
か
っ
た
よ
う
で
、
苦
労
も
多

か
っ
た
20
年
。
振
り

返
っ
て
み
る
と
そ
う

し
た
苦
労
の
一
因
は
、

お
客
様
や
世
間
に
対

し
て
「
決
し
て
嘘
を

つ
か
な
い
」
会
社
で

あ
り
続
け
る
姿
勢
に
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
当
社
は
、

今
後
も
そ
の
姿
勢
を
崩
す
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
真

摯
に
向
き
合
い
、
逃
げ
ず
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
姿
勢
に
今
年
は
、
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
テ
ー
マ
で
あ
る
先
を
予
測
す
る

力
を
加
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
20
年
目
と
い
う
飛
躍
台

を
、
力
の
限
り
踏
み
切
り
、
次
の
20

年
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

載
し
て
、省
エ
ネ
活
動
支
援
に
加
え
、

サ
ー
ビ
ス
残
業
カ
ッ
ト
の
提
案
も
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
省
エ
ネ
運

用
改
善
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
「
省
エ
ネ
運

用
改
善
カ
ル
テ
」
へ
と
変
更
し
、
２

０
２
０
年
ま
で
に
す
べ
て
の
お
客
様

へ
提
出
す
る
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

ま
た
、電
力
小
売
り
事
業
で
は
北
陸
、

四
国
を
加
え
、
全
国
９
エ
リ
ア
で
の

供
給
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

10
周
年
と
い

う
区
切
り
の
年

月
に
至
っ
た

「
価
値
」
も
あ

り
ま
し
た
。
電

気
保
安
法
人
と

し
て
の
歩
み
で

す
。
電
気
事
業

法
の
改
正
に
と

も
な
い
２
０
０

４
年
に
法
人
と
し
て
電
気
の
保
安
管

理
業
務
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
10
年
。
多
く
の
お
客
様
か
ら
「
安

心
し
て
任
せ
ら
れ
る
」
と
の
言
葉
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
社
の
働
き
か
け
で
旧
来

の
制
度
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
や
社
外

の
方
の
温
か
い
協
力
な
ど
が
印
象
に

残
る
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
本
紙
の
ご
愛
読
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
、
当
社
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
テ

ー
マ
に
選
ん
だ
の
は
「
価
値
」
で
し

た
。
既
存
商
品
に
は
新
規
機
能
を
、

サ
ー
ビ
ス
に
は
付
加
価
値
を
、
そ
れ

ぞ
れ
追
加
し
て
ユ
ー
ザ
ー
層
を
広
げ

る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
主
力

商
品
の
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
に
は
カ
メ
ラ
を
搭

　

制
度
の
改
善
は
、
所
属
す
る
経
団

連
の
活
動
で
呼
び
掛
け
て
い
た
、
外

部
委
託
の
電
気
主
任
技
術
者
に
お
け

る
必
要
実
務
年
数
の
緩
和
で
す
。
緩

和
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
技
能

を
眠
ら
せ
て
い
た
技
術
者
の
方
々
に

も
広
く
活
躍
の
場
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

社
外
の
方
の
温
か
い
協
力
で
思
い

出
さ
れ
る
の
は
、
当
社
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
河
村
隆
一
さ
ん
に

楽
曲
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
。

ス
ポ
ン
サ
ー
を
し
て
い
る
テ
レ
ビ
番

組
「
省
エ
ネ
の
達
人
『
企
業
編
』」

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
制
作
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
番
組
の
品
格
が
よ
り

高
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
社
外
か
ら
い
た
だ
い
た

追
い
風
も
、当
社
に
大
き
な
「
価
値
」

を
残
す
２
０
１
４
年
で
し
た
。

　

さ
て
、
そ
れ
ら
昨
年
の
蓄
積
を
受

け
た
本
年
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
テ
ー
マ

は
「
予
測
」
で
す
。
２
０
１
６
年
に

は
電
力
自
由
化
が
本
格
化
し
ま
す
。

日本テクノ社長 馬本英一2015年初号に寄せて

2015コーポレートテーマ

予測
つ
く
り
出
し
、蓄
え
て
き
た「
価
値
」に

「
予
測
」の
力
を
加
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

年頭あいさつ

技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ日本テクノ協力会・日電協 高松01グループ ◎ 松本利雄さん

日程：1月21日（水）～22日（木）
会場：池袋サンシャインシティ文化会館
主催：焼肉ビジネスフェア実行委員会

焼肉ビジネスフェア 2015

日程：1月21日（水）～22日（木）
会場：名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）
主催：株式会社 光文堂

Print Doors 2015

日程：1月28日（水）～30日（金）
会場：東京ビッグサイト
主催：一般財団法人省エネルギーセンター

ENEX 2015

日程：2月18日（水）
会場：東京ビッグサイト
主催：全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会青年部

第二回 旅館甲子園

日程：4月15日（水）～17日（金）
会場：東京ビッグサイト
主催：日本食糧新聞社

ファベックス 2015

代表取締役の黒川保さん（左）と松本利雄さん。

客
様
に
と
っ
て
電
気
は
何
不
自

由
な
く
使
え
て
当
た
り
前
の
も

の
。
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
え

ば
、
す
べ
て
の
歯
車
が
狂
い
ま

す
。〝
人
間
が
行
う
こ
と
に
完

璧
は
な
い
〞
と
い
う
気
持
ち
を

常
に
持
ち
、
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
点
検
を
し
て
い
ま
す
」

　

そ
ん
な
実
直
な
業
務
姿
勢
を

顧
客
も
高
く
評
価
す
る
。
松
本

さ
ん
が
担
当
す
る
本
場
讃
岐
う

ど
ん
「
た
も
屋
」
の
代
表
取
締

役
・
黒
川
保
さ
ん
も
そ
の
一

人
。
香
川
県
高
松
市
に
本
社
を

構
え
、
人
気
の
う
ど
ん
店
を
経

営
。
四
国
を
中
心
に
国
内
13
店

舗
、
さ
ら
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

３
店
舗
を
展
開
す
る
。「
３
年

前
に
釜
を
た
く
熱
源
を
灯
油
ボ

イ
ラ
ー
か
ら
電
気
釜
に
替
え
て

か
ら
、
電
気
の
重
要
性
が
格
段

に
増
し
ま
し
た
。
電
気
や
水
道

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
を
お
任
せ

す
る
に
は
、
安
全
や
信
頼
性
が

第
一
。
当
店
に
来
店
す
る
お
客

様
の
こ
と
ま
で
考
え
て
、
業
務

に
あ
た
っ
て
く
れ
る
松
本
さ
ん

は
本
当
に
信
頼
が
置
け
ま
す
。

今
後
も
継
続
し
て
、
正
確
な
点

検
と
的
確
な
指
摘
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

お
客
様
の
そ
の
先
の
お
客
様

ま
で
│
│
日
々
、
そ
の
言
葉
を

胸
に
抱
き
な
が
ら
、
松
本
さ
ん

は
電
気
の
安
全
を
追
い
求
め
て

い
た
。

　

今
回
た
ず
ね
た
の
は
、
高
松

01
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
松
本

利
雄
さ
ん
。
前
職
は
大
手
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

29
年
間
、
ビ
ル
の
総
合
管
理
業

務
に
従
事
。
60
歳
で
定
年
退
職

し
た
の
ち
、
２
０
１
３
年
５
月

に
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電

協
に
入
会
し
た
。
前
職
で
は
、

ビ
ル
全
体
の
修
繕
・
管
理
を
担

当
し
て
い
た
た
め
、
分
野
を
問

わ
ず
幅
広
い
知
識
が
求
め
ら
れ

た
。
こ
れ
ま
で
に
取
得
し
た
資

格
は
設
備
管
理
関
連
だ
け
で
５

種
類
。
入
会
後
は
、
電
気
の
奥

深
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る

一
方
で
、
日
々
、
技
術
と
知
識

を
蓄
え
な
が
ら
、
電
気
の
プ
ロ

と
し
て
成
長
を
続
け
る
松
本
さ

ん
の
姿
が
あ
る
。

　
「
電
気
管
理
技
術
者
と
し
て

肝
に
銘
じ
て
い
る
こ
と
は
、
お

客
様
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
先
の

お
客
様
へ
及
ぼ
す
影
響
ま
で
考

え
て
業
務
に
あ
た
る
こ
と
。
お

常に肝に銘じている言葉──

お客様の先のお客様まで

拠 点 情 報

大
阪
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
移
転

２
０
１
４
年
４
月 

入
社

三
好
ひ
と
み

●入社動機
厳しい環境であるが、やったらや
ったぶんの成果が得られる人事制
度や年功序列でない会社に魅力を
感じて入社を決めた。「今思えば、
失礼な話だと思いますが、説明会
で自分がもう働いているような気に
なっていました」。
●入社してみて
充実した研修制度で、同期とも一
緒に切磋琢磨できる環境がうれし
い。今は毎日、先輩や上司にもま
れながら、受注の経験を積み、自
信がついてきた。勉強はまだまだ
必要だが、人生の先輩でもあるお
客様にもいろいろ教えていただき
つつ、「電気のプロ」の自覚を持ち、
期待に応えられる存在を目指す。

採用係問い合わせ先

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
日
本
テ
ク
ノ
の
新
卒
採
用
社

員
の
一
日
の
仕
事
ぶ
り
を
紹
介
し
て
い
く
。
今
回
は

広
島
営
業
所
に
配
属
さ
れ
た
三
好
ひ
と
み
。
入
社
後

約
半
年
の
穏
や
か
に
晴
れ
た
秋
の
一
日
。
電
気
の
プ

ロ
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
始
め
て
い
た
。

中国支店
広島営業所
勤務

出
社
。
本
日
の
営
業
準
備
や
メ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク

朝
礼
の
後
、
担
当
エ
リ
ア
に
向
け
出

発
（
社
用
車
で
約
１
時
間
30
分
）

Ａ
社
に
て
更
新
契
約
後
の
説
明
（
空

調
の
温
度
設
定
と
運
用
ル
ー
ル
、
照

明
運
用
方
法
な
ど
が
宿
題
と
な
る
）

Ａ
社
を
退
出
後
、
す
ぐ
移
動

Ｂ
社
へ
初
訪
問
（
前
任
地
区
担
当
か

ら
引
き
継
い
だ
会
社
。
前
年
よ
り
電

力
使
用
量
も
デ
マ
ン
ド
も
増
え
て
い

る
原
因
を
聞
く
。
製
造
現
場
の
厳
し

さ
な
ど
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
）

社
用
車
内
で
昼
食
（
コ
ン
ビ
ニ
の
お

に
ぎ
り
と
肉
ま
ん
。
通
常
は
自
分
で

つ
く
っ
た
弁
当
）
後
、
移
動

Ｃ
社
訪
問
（
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
が
予

想
さ
れ
る
冬
季
の
対
策
を
ユ
ー
ザ
ー

と
一
緒
に
考
え
る
。
各
機
械
の
使
用

電
力
を
計
測
す
る
な
ど
で
対
策
を
練

り
、
答
え
を
見
つ
け
る
。「
こ
れ
で

15
％
削
減
で
き
る
」
と
力
強
い
言
葉

が
も
ら
え
た
）

Ｄ
社
訪
問
（
デ
マ
ン
ド
が
少
し
上
が

っ
て
い
た
が
、
仕
事
量
の
増
加
が
原

因
と
わ
か
る
。
仕
事
が
順
調
な
ユ
ー

ザ
ー
の
笑
顔
に
心
が
な
ご
む
）

帰
社
。
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
、
本
日

の
報
告
・
連
絡
・
相
談

終
礼
。
全
員
で
本
日
の
成
果
、
学
ん

だ
点
な
ど
を
発
表
し
、
情
報
を
共
有

退
社
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
明
日

も
元
気
に
が
ん
ば
る
ぞ
！

（
こ
の
日
は
ア
ポ
イ
ン
ト
で
す
べ
て

埋
ま
っ
て
い
た
が
、
ア
ポ
イ
ン
ト
の

間
に
時
間
が
あ
る
と
担
当
エ
リ
ア
内

で
飛
び
込
み
営
業
も
）

TimeLine
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日本テクノ株式会社
人事部 採用窓口

【求人専用サイト】
www.n-techno.co.jp/recruit/

0120-308-412
（受付時間 平日９:30～17:00）

k.saiyou@n-techno.co.jp

保
安
法
人
10
周
年

　

２
０
１
４
年
11
月
、
日
本
テ
ク
ノ
は
電
気
保
安
法
人
と
し
て
の
活
動
開
始
か
ら
10
周

年
を
迎
え
た
。
そ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
民
間
企
業
の
電
気
保
安
管
理
業
務

に
、
門
戸
を
開
く
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
が
馬
本
英
一
社
長
。
そ
の
事
業
は
今
、
顧

客
数
約
４
万
９
０
０
０
件
、
５
万
件
も
間
近
に
迫
る
ま
で
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

１
９
６
４
年
制
定
の
電
気
事
業

法
に
よ
り
日
本
の
電
気
保
安
業
界

は
30
年
以
上
、
民
間
企
業
の
参
入

が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
日

本
テ
ク
ノ
は
、
電
気
管
理
技
術
者

の
協
会
（
現
「
日
本
テ
ク
ノ
協
力

会
・
日
電
協
」）
と
提
携
し
、
保

安
点
検
を
同
協
会
所
属
の
電
気
管

理
技
術
者
に
紹
介
す
る
か
た
ち

で
、
現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

原
形
を
つ
く
っ
た
。

　

２
０
０
２
年
３
月
、
小
泉
内
閣

の
規
制
緩
和
が
進
め
ら
れ
る
中
、

経
済
産
業
省
の
電
力
安
全
小
委
員

会
で
馬
本
社
長
が
民
間
企
業
へ
の

開
放
を
説
く
。
そ
れ
が
業
界
を
転

換
さ
せ
る
引
き
金
と
な
り
、
２
年

後
の
２
０
０
４
年
１
月
、
電
気
事

業
法
施
行
規
則
の
改
正
で
一
定
要

件
を
満
た
す
民
間
法
人
の
参
入
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
た
日
本
テ
ク
ノ
は

電
気
保
安
法
人
の
申
請
作
業
に
着

手
。
同
年
９
月
末
、
関
東
東
北
産

業
保
安
監
督
部
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
規
程
と
実
務
経
歴
の
承
認
を
受

け
、
11
月
に
法
人
と
し
て
最
初
の

電
気
保
安
管
理
業
務
の
委
託
が
認

め
ら
れ
活
動
を
開
始
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
10
年
。
発
電
、
電
力

小
売
り
、
省
エ
ネ
と
電
気
に
関
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
企
業
と
な
り
、
保
安
管

理
業
務
へ
の
信
頼
も
多
数
得
ら
れ

た
。
２
０
１
４
年
10
月
に
は
特
高

管
理
課
を
新
設
し
、
新
た
な
分
野

へ
の
取
り
組
み
も
始
め
た
。

　

こ
の
10
年
で
築
い
て
き
た
基
盤

は
、
次
な
る
成
長
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
。

ユーザー５万件も間近
1995年 4月
　　日本テクノ株式会社設立

1996年 6月 
　　「日本テクノ協力会・日電協」の前身
　　「日本電気保安サービス協会」が設立

1996年12月
　　 高圧電気設備24時間監視装置「ES
システム」を開発、販売開始

2004年11月
　　 電気保安法人として電気保安管理業
務に民間参入

2005年4月
　　 「日本テクノ協力会・日電協」の電気
主任技術者と業務提携

2008年9月
　　 電気管理技術者サイト　求人の達人
　　「http://www.812499.jp/job/」開設

2010年7月
　　 保安部安全大会を初開催
　　（以降、年1回の開催を継続）

2011年11月
　　 作業責任者研修開催
　　（今後は保安部全社員の受講へ）

2014年 10月
　　保安本部に「特高管理課」新設

日本テクノ沿革（電気保安業務関連）

http://www.nt-e.jp/
http://www.eco-tenant.jp/
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
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全
国
の
店
舗
で
衣
類
や
小
物

な
ど
を
販
売
す
る
セ
レ
ク
ト
シ

ョ
ッ
プ
の
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
。
今
年

40
周
年
を
迎
え
る
株
式
会
社 

シ
ッ
プ
ス
の
銀
座
本
社
は
２
０

１
１
年
か
ら
電
気
の
「
見
え
る

化
」
に
よ
る
省
エ
ネ
を
進
め
て

い
る
。
だ
が
、
従
業
員
の
増
員

や
業
務
拡
大
に
よ
り
電
力
使
用

量
が
増
え
、
さ
ら
な
る
改
善
に

向
け
２
０
１
４
年
７
月
、
日
本

テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
が
提
案
す
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入
し
た
。

　
「
以
前
は
夏
場
に
電
力
の
使

い
過
ぎ
警
報
が
何
度
も
鳴
り
ま

し
た
。
そ
の
度
エ
ア
コ
ン
を
止

め
て
い
た
の
で
す
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

導
入
後
は
一
度
も
鳴
ら
ず
、
エ

ア
コ
ン
を
止
め
ず
に
済
み
、
従

業
員
か
ら
も
涼
し
く
快
適
だ
と

好
評
で
す
」
と
語
る
の
は
総
務

部
長
の
柳
原
武
使
さ
ん
。

　

導
入
し
た
の
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
社
製
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ベ
ー
ス
ラ
イ

ト
と
集
積
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
美
光
色

（
び
こ
う
し
ょ
く
）。
ビ
ル
の
照

明
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
あ
た
る
約

５
０
０
本
を
交
換
し
た
。
明
る

さ
・
色
も
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
品
質
で
、
使
用
電
力
は
従
来

本社ビルの照明ほぼすべてをＬＥＤに交換した。

管理部長の富永秀樹さん。 総務部長の柳原武使さん。

職場環境の改善へ大きなメリット
LEDのさまざまな特性で費用対効果も向上

エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート 省エネ設備導入事例省エネ設備導入事例

report─ on the Eco Spot

は
あ
え
て
認
証
取
得
せ
ず
、
各
拠
点
で
ル
ー

ル
を
作
成
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
運
用
し
て
い
る
。

そ
れ
に
と
も
な
い
内
部
環
境
監
査
体
制
の
強

化
は
も
ち
ろ
ん
、
新
入
社
員
研
修
時
か
ら
環

境
教
育
を
実
施
し
、
環
境
意
識
の
向
上
と
と

も
に
活
動
の
下
地
づ
く
り
も
行
っ
て
い
る
。

　
　

 　
　
　

　
　
　
　
　

　

環
境
に
や
さ
し
い「
商
品
」「
事
業
所
」「
社

員
」
の
３
つ
の
創
造
を
目
指
す
永
谷
園
。

　
「
事
業
所
」
と
「
社
員
」
に
関
し
て
は
活

動
に
対
す
る
投
資
を
示
す
「
環
境
会
計
」
か

ら
み
て
も
、
見
合
っ
た
成
果
を
あ
げ
て
い
る

と
い
う
。

　

し
か
し
、「
商
品
」
は
一
筋
縄
で
は
い
か

ず
、
品
質
の
安
全
性
を
維
持
し
な
が
ら
包
装

の
軽
量
化
を
進
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

長
年
顧
客
に
親
し
ま
れ
て
き
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
の
変
更
が
き
っ
か
け
で
、
店
頭
で

の
訴
求
力
が
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
同
社
は
、
お
茶
づ
け
海
苔
を
は
じ
め

と
す
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
を
多
く
抱
え
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
、「
包

装
の
デ
ザ
イ
ン
が
商
品
の
魅
力
を
伝
え
る
重

要
な
役
割
を
担
う
と
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま

　
「
お
茶
づ
け
海
苔
」
や
「
松
茸
の
味
お
吸

い
も
の
」
で
お
な
じ
み
の
株
式
会
社 

永
谷

園
。
同
社
の
環
境
保
全
活
動
は
、
企
業
理
念

で
あ
る
「
味
ひ
と
す
じ
」
に
な
ら
い
、
基
本

的
な
こ
と
か
ら
徹
底
し
て
取
り
組
む
こ
と

で
、一
本
芯
の
通
っ
た
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
本
質
は
、「
正
し
く
、
正
直
に
、
そ
し

て
ま
じ
め
に
」
と
い
う
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
指
針
で

も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 　
　
　

　
　
　
　
　

　

地
球
温
暖
化
と
い
う
社
会
的
背
景
を
き
っ

か
け
に
、
永
谷
園
が
環
境
問
題
に
目
を
向
け

始
め
た
の
は
１
９
９
０
年
代
後
半
。
２
０
０

１
年
に
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
基
本
計

画
と
な
る
「
永
谷
園
グ
ル
ー
プ
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
。
２
０
０
３

年
に
具
体
的
な
削
減
の
枠
組
み
を
公
表
し
、

本
格
的
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

特
徴
は
基
本
計
画
を
も
と
に
し
た
独
自
の

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
点
。
本
業
に
則

し
た
活
動
を
効
率
的
に
継
続
し
て
行
っ
て
い

く
た
め
、
国
際
規
格
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

おいしさも環境保全も変わらず追求

環境活動を推進する企業の物語

第9話　株式会社 永谷園

新入社員を対象とした環境教育の様子。永谷園で
は定期的に従業員向けの環境教育（講習会）も行
っている。

生産時の廃棄物量を削減する工夫

このニセコ町の記事全文は、
ウェブサイト「ニッポン環境都
市探訪」でも閲覧が可能。そ
のほか紙面では紹介しきれな
かった写真やトピックも掲載。
ニセコ町以外の全国の環境都
市情報も多数紹介している。

http://econews.jp/city/

北
海
道
ニ
セ
コ
町

地域資源の巧みな利用で86％排出削減へ

　

北
海
道
南
西
部
の
大
自
然
に
囲

ま
れ
た
ニ
セ
コ
町
。
屈
指
の
豪
雪

地
帯
で
、
世
界
で
も
有
数
の
パ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
を
求
め
、
国
内
の
み

な
ら
ず
海
外
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
も
こ

ぞ
っ
て
訪
れ
る
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
。
昨
年
の
観
光
客
数
は
、
約
１

５
７
万
人
。
一
大
観
光
都
市
と
し

て
知
ら
れ
て

い
る
。

　

町
の
主
幹

産
業
で
あ
る

観
光
の
基
盤

は
、
豊
か
な

自
然
環
境
。

そ
の
重
要
性

を
常
に
認
識
し
て
い
た
ニ
セ
コ
町

で
は
、
ご
み
の
高
度
分
別
・
有
料

化
に
よ
る
３
Ｒ
の
推
進
や
、
生
ご

み
、
下
水
汚
泥
、
家
畜
糞
尿
の
資

源
化
を
行
う
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
設

置
な
ど
各
種
の
政
策
を
通
し
、
長

き
に
わ
た
っ
て
環
境
保
全
活
動
を

続
け
て
き
た
。「
環
境
創
造
都
市
」

雪
も
有
効
活
用
さ
れ
る
。
２
０
１

３
年
10
月
に
完
成
し
た
「
Ｊ
Ａ
よ

う
て
い 

米
低
温
貯
蔵
施
設
」
は
、

雪
氷
熱
を
利
用
し
た
米
貯
蔵
施
設

だ
。
貯
蔵
庫
は
総
計
１
８
８
０
㌧

の
玄
米
を
受
け
入
れ
、
容
量
１
３

０
０
㌧
の
貯
雪
庫
も
備
え
る
。

　

以
前
は
常
温
保
存
だ
っ
た
た

め
、
品
質
管
理
に
大
き
な
労
力
を

費
や
し
た
が
、
雪
氷
熱
を
冷
房
と

し
て
用
い
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
貯
蔵
庫
内
は
常
に
10
℃
以
下

と
な
り
、
最
小
限
の
湿
度
調
整
で

最
適
な
貯
蔵
の
環
境
が
保
て
る
よ

う
に
な
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の

雪
は
、
毎
冬
敷
地
内
に
積
も
る
の

で
輸
送
コ
ス
ト
も
不
要
だ
。

　

地
域
資
源
を
巧
み
に
取
り
入

れ
、
活
動
を
進
め
る
ニ
セ
コ
町
。

近
年
で
は
環
境
の
良
さ
を
理
由
に

こ
の
地
に
移
り
住
む
外
国
人
も
現

れ
始
め
、
ニ
セ
コ
の
影
響
力
は
世

界
に
広
が
っ
て
い
る
。今
後
も「
観

光
」
と
「
環
境
」
の
両
立
を
図
り
、

国
内
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
モ
デ

ル
地
域
、
さ
ら
に
は
国
際
環
境
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
規
範
と
な
る

べ
く
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
。

や
「
水
循
環
の
ま
ち
」
と
い
っ
た

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
積
極
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
次
々
に
提
示

し
、
２
０
１
４
年
３
月
に
は
北
海

道
で
３
都
市
目
と
な
る
「
環
境
モ

デ
ル
都
市
」
に
選
定
さ
れ
る
。

　
「
ニ
セ
コ
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画（
区
域
施
策
編
）」で
は
、

２
０
５
０
年
度
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
を
86
％
削
減
（
１
９
９
０
年

度
比
）す
る
大
き
な
目
標
を
設
定
。

そ
の
た
め
大
型
観
光
施
設
か
ら
の

排
出
削
減
と
、
積
雪
寒
冷
地
の
宿

命
で
あ
る
冬
場
の
熱
需
要
対
策
が

進
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
先
陣
を
切
っ

た
の
が
、
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

の
導
入
だ
っ
た
。
地
中
温
度
は
、

深
さ
10
㍍
以
上
は
年
間
を
通
し
て

ほ
ぼ
一
定
に
保
た
れ
、
安
定
し
た

熱
源
と
し
て
利
用
で
き
る
。
ま
ず

ボ
ア
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
穴
を
掘

り
、
ル
ー
プ
状
の
パ
イ
プ
を
挿
入

し
、
そ
の
中
に
不
凍
液
を
循
環
さ

せ
て
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
熱
交
換
す

る
。
ニ
セ
コ
町
の
地
中
温
度
は
比

較
的
高
く
約
11
℃
あ
り
、
寒
冷
地

に
適
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
方
法
と
し
て
積
極
的
に
導
入
が

進
め
ら
れ
た
。
現
在
、
市
内
５
施

設
で
の
運
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
施
設
で
あ
る
「
ニ
セ
コ

町
民
セ
ン
タ
ー
」
は
町
内
最
大
の

暖
房
19
台
、
冷
房
６
台
の
チ
ラ
ー

を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
の
重
油
に

よ
る
暖
房
か
ら
脱
却
を
図
っ
た
。

導
入
年
に
建
屋
の
増
築
と
利
用
者

の
増
加
が
あ
っ
た
た
め
単
純
比
較

は
で
き
な
い
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
単
位
面
積
当
た
り
の
単
価

は
約
５
割
減
、
一
人
当
た
り
で
は

約
６
割
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
。

　

一
方
、
ニ
セ
コ
地
域
特
有
の
豪

の
蛍
光
灯
に
比
べ
約
56
％
以
上

削
減
で
き
る
。柳
原
さ
ん
は「
使

用
電
力
の
削
減
は
す
ぐ
に
確
認

で
き
、
当
社
で
は
70
％
以
上
も

削
減
で
き
ま
し
た
」
と
そ
の
効

果
に
驚
い
て
い
る
。

　

１
、
２
階
の
商
談
室
に
は
美

光
色
を
導
入
し
た
。
モ
ノ
の
持

つ
色
味
を
忠
実
に
再
現
し
、
色

彩
を
鮮
や
か
に
美
し
く
見
せ
ら

れ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
だ
。
自
然
光
に
近

い
た
め
商
品
で
あ
る
衣
類
の
適

切
な
色
の
確
認
に
は
欠
か
せ
な

い
と
、
柳
原
さ
ん
が
特
に
こ
だ

わ
っ
た
。
連
日
多
く
の
取
引
業

者
が
訪
れ
、
衣
類
の
色
や
デ
ザ

イ
ン
を
相
談
す
る
商
談
室
に

は
、
自
然
な
光
が
特
徴
の
美
光

色
が
マ
ッ
チ
し
た
。

　

ち
な
み
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
は
寒
冷

地
や
冷
凍
室
に
適
し
た
低
温

用
、学
習
に
適
し
た
仕
様
な
ど
、

照
度
や
色
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

が
あ
り
、
使
用
環
境
に
よ
っ
て

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
同
社
で
は
ほ
か
に
も
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。「
導

入
前
は
蛍
光
灯
の
ス
ト
ッ
ク
が

１
０
０
本
以
上
。
今
は
こ
の
ス

ト
ッ
ク
を
す
べ
て
な
く
し
、
ス

ペ
ー
ス
が
有
効
活
用
で
き
て
い

ま
す
。
頻
繁
に
あ
っ
た
蛍
光
灯

の
交
換
作
業
が
な
く
な
っ
た
の

も
助
か
り
ま
す
」と
柳
原
さ
ん
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
約
10
年
の
高
寿
命
で

あ
る
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
も
交
換

作
業
も
減
ら
せ
る
。
さ
ら
に
着

脱
可
能
な
光
源
ユ
ニ
ッ
ト
（
ラ

イ
ト
バ
ー
）
は
、
将
来
的
に
よ

り
高
性
能
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
登
場
し

て
も
、
そ
の
と
き
の
最
新
商
品

に
付
け
替
え
ら
れ
る
。

　

日
々
進
化
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

は
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
に
よ
っ
て

職
場
環
境
・
作
業
効
率
を
改
善

で
き
る
。
省
エ
ネ
だ
け
が
注
目

さ
れ
が
ち
だ
が
、
目
的
に
合
っ

た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
選
択
で
、
多
様
な

メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
、
費
用
対

効
果
も
高
め
ら
れ
る
。

　
「
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
の
電
気
料

金
に
関
し
て
は
以
前
か
ら
悩
み

の
種
で
し
た
」
と
語
る
の
は
東

洋
ケ
ミ
テ
ッ
ク 

株
式
会
社
・

管
理
部
長
の
富
永
秀
樹
さ
ん
。

兵
庫
県
神
戸
市
に
あ
る
東
洋
ビ

ル
の
管
理
責
任
者
だ
。
ビ
ル
オ

ー
ナ
ー
は
グ
ル
ー
プ
の
資
産
管

理
を
担
当
す
る
有
限
会
社 

オ

リ
エ
ン
ト
興
産
。
管
理
業
務
を

富
永
さ
ん
が
統
括
す
る
。

　

こ
の
東
洋
ビ
ル
に
は
同
じ
グ

ル
ー
プ
企
業
の
東
洋
コ
ー
テ
ィ

ン
グ 

株
式
会
社
の
ほ
か
、
物

流
や
Ｉ
Ｔ
関
連
な
ど
の
会
社
が

入
居
す
る
。
約
50
坪
の
東
棟
と

約
１
０
０
坪
の
西
棟
に
区
切
っ

た
つ
く
り
の
地
上
５
階
建
て
。

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を
導
入
す
る

数
年
前
か
ら
、
日
本
テ
ク
ノ
の

保
安
管
理
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
し

て
い
た
。
前
任
の
管
理
技
術
者

か
ら
委
託
を
切
り
替
え
る
と
き

に
は
「
正
直
、
多
少
の
不
安
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

ビ
ル
と
同
時
に
委
託
し
た
工
場

の
ほ
う
で
、
24
時
間
監
視
の
デ

ー
タ
か
ら
電
気
設
備
の
不
具
合

を
見
つ
け
て
く
れ
、そ
れ
以
来
、

不
安
は
な
く
な
っ
た
」と
い
う
。

長年求めていたものを越えるサービス内容
これまでオーナー負担だった電気代の上昇分──その問題も解消

　

だ
が
当
時
は
ま
だ
エ
コ
テ
ナ

ン
ト
の
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
。
冒

頭
の
コ
メ
ン
ト
に
あ
る
富
永
さ

ん
の
悩
み
は
解
消
さ
れ
な
い
ま

ま
で
、
そ
れ
は
電
気
料
金
の
請

求
管
理
業
務
だ
っ
た
。

　

一
般
に
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
オ

ー
ナ
ー
は
、
ビ
ル
全
体
の
電
気

代
を
一
括
で
電
力
会
社
へ
支
払

う
。各
テ
ナ
ン
ト
の
電
気
代
は
、

オ
ー
ナ
ー
が
子
メ
ー
タ
ー
に
示

さ
れ
た
使
用
量
な
ど
か
ら
計
算

し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
請
求
す
る
。

　
「
そ
の
料
金
単
価
や
計
算
方

法
が
、
こ
の
ビ
ル
が
で
き
た
１

９
８
９
年
当
時
の
ま
ま
ず
っ
と

継
続
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
テ
ナ

ン
ト
さ
ん
は
安
い
電
気
代
だ
と

感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
」。
途

中
か
ら
管
理
業
務
を
引
き
継
い

だ
富
永
さ
ん
は

こ
れ
を
是
正
し

よ
う
と
、
適
切

な
単
価
や
計
算

方
法
を
求
め
、

電
力
会
社
や
知

人
の
ビ
ル
オ
ー

ナ
ー
な
ど
に
相

談
し
た
。
だ
が

明
確
な
答
え
は

な
い
。多
く
は
、

「
テ
ナ
ン
ト
ビ

ル
の
電
気
代
は

個
別
に
異
な
り

オ
ー
ナ
ー
の
判

断
で
決
め
る
べ

き
」
と
い
う
意
見
だ
。

　

し
か
し
、
妥
当
性
の
あ
る
数

値
で
な
け
れ
ば
値
上
げ
の
要
求

は
で
き
な
い
。
も
ど
か
し
さ
を

感
じ
つ
つ
各
フ
ロ
ア
の
子
メ
ー

タ
ー
を
検
針
し
20
年
以
上
前
の

方
法
で
請
求
を
続
け
て
い
た
。

　

そ
ん
な
と
き
に
提
案
さ
れ

た
の
が
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
だ
っ

た
。
デ
ジ
タ
ル
式
の
子
メ
ー
タ

ー
で
、
１
円
単
位
ま
で
明
確
に

計
算
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
。
そ
れ

だ
け
で
も
求
め
る
内
容
だ
っ
た

が
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
そ
こ
か

ら
派
生
す
る
請
求
や
入
金
確
認

と
い
っ
た
収
納
業
務
も
代
行
さ

れ
、
不
要
に
な
る
。
エ
コ
テ
ナ

ン
ト
導
入
後
の
現
在
、
富
永
さ

ん
は
「
想
像
以
上
に
い
い
サ
ー

ビ
ス
だ
」と
喜
び
を
隠
さ
な
い
。

町民センターに設置されている地中熱ヒートポンプ（上）。
米貯蔵施設の貯雪庫（下）。

環境モデル都市
二酸化炭素（CO2）排出
を抑えた「低炭素社会」
の実現に向けて、温室効
果ガスの大幅削減などへ
の取り組みを行うモデル
都 市。2014 年 3 月に
新たに3都市が加わり、
現在23の自治体が政府
より選定されている。

探 訪
09

環境モデル都市

し
た
。
そ
れ
以
降
、
時
代
の
変
化
や
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
感
じ
取
る
意
識
が
、
以

前
よ
り
高
く
な
っ
た
」（
広
報
部 

環
境
推
進

室 

室
長 

斉
藤
公
一
さ
ん
）
と
い
う
。

　

包
装
資
材
の
軽
量
化
は
継
続
的
な
課
題
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
本
業
に
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
は
な
く
な
っ
た
。
目
に
見
え

な
い
、
触
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
ご
く
細
部
の

改
良
が
日
々
研
究
さ
れ
、
年
間
約
27
商
品
が

見
直
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 　
　
　

　
　
　
　
　

　

企
業
活
動
と
環
境
保
全
活
動
の
両
立
は
、

す
べ
て
の
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
だ

が
、
同
社
は
本
業
と
環
境
の
双
方
に
価
値
を

見
い
だ
す
こ
と
で
、
よ
り
自
然
で
持
続
可
能

な
活
動
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
「
当
社
が
行
う
取
り
組
み
に
目
新
し
さ
は

あ
り
ま
せ
ん
。
身
の
丈
に
合
わ
せ
〝
や
れ
る

こ
と
を
や
る
〞
そ
し
て
〝
や
り
続
け
る
〞。

本
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
着
実
に

積
み
重
ね
て
い
く
だ
け
で
す
」（
斉
藤
さ
ん
）。

変
わ
ら
ぬ
お
い
し
さ
を
追
求
し
て
き
た
永
谷

園
は
、
環
境
保
全
活
動
に
お
い
て
も
変
わ
ら

ぬ
姿
勢
を
貫
い
て
い
く
。

＜変更前＞ ＜変更後＞

４辺すべてのシール加工から、上下と背の中央部の
３カ所にしたことで年間３トンの廃棄物量を削減。

例：お茶づけ海苔 小袋の包装形態の変更

http://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/
http://www.eco-tatsujin.jp/
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SMARTMETER ＥＲＩＡ
※「SMARTMETER」「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ」は日本テクノ（株）の登録商標です。
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導入事例

ＥＲＩＡ＆ ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ

13kW18kW

14kW

　

大
阪
府
大
阪
市
に
あ
る
株

式
会
社 

コ
ン
パ
ス
は
、
高

品
質
・
小
ロ
ッ
ト
・
低
コ
ス

ト
・
短
納
期
と
い
っ
た
現
代

の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
す
る
印
刷
会
社
。
特
に
封

筒
印
刷
に
は
定
評
が
あ
る
。

　

１
〜
４
階
に
分
か
れ
る
印

刷
現
場
で
は
、
イ
ン
ク
や
用

紙
、
封
筒
の
品
質
を
保
つ
た

め
、
温
度
と
湿
度
の
管
理
が

求
め
ら
れ
る
。
業
務
に
直
結

す
る
空
調
管
理
は
、
省
エ
ネ

活
動
の
中
心
で
も
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

て
い
る
。
扇
風
機
の
利
用
も

そ
の
一
つ
。
夏
場
の
設
定
温

上
昇
し
た
が
、
空
調
の
吹
き

出
し
口
に
風
向
を
変
え
る
器

具
を
取
り
付
け
、
印
刷
機
に

向
け
て
あ
て
る
こ
と
で
、
機

器
に
熱
が
こ
も
ら
な
い
よ
う

に
し
た
。
さ
ら
に
は
１
階
入

口
に
、
遮
光
用
の
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
と
遮
光
フ
ィ
ル
ム
を

貼
る
こ
と
で
、
直
射
日
光
を

防
ぐ
と
い
う
工
夫
も
行
っ
て

い
る
。

空
調
負
荷
の
低
減
に

扇
風
機
、引
き
戸
、段
ボ
ー
ル
…

工
夫
が
満
載
の
省
エ
ネ
活
動

大阪府大阪市北区天神西町 7-8
TEL 06（6809）1781
URL　http://www.584.co.jp/
設立 ● 1986年11月
従業員数 ● 21名
事業内容 ● 各種印刷

株
式
会
社 

コ
ン
パ
ス

度
を
26
℃
に
固
定
す
る
ル
ー

ル
を
決
め
た
と
き
、
全
社
員

に
１
人
１
台
扇
風
機
を
支
給

し
た
。
印
刷
機
か
ら
の
排
熱

も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
暑

く
感
じ
る
人
も
い
た
が
、
こ

れ
で
各
自
が
調
整
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
初
期
費
用

は
か
か
り
ま
し
た
が
、
空
調

と
扇
風
機
の
電
気
代
を
比

較
す
る
と
十
分
も
と
が
取
れ

た
」
と
代
表
取
締
役
の
東
條

章
樹
さ
ん
は
話
す
。
そ
う
し

て
設
定
温
度
は
無
理
な
く
一

定
に
で
き
た
。

　

空
調
負
荷
を
低
減
す
る
工

夫
は
、
ま
だ
あ
る
。

　

外
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
２
階
の
作
業
ス
ペ

ー
ス
入
口
に
は
引
き
戸
を
設

置
し
た
。
２
階
と
３
階
を
つ

な
ぐ
階
段
部
分
に
は
緩
衝
材

を
貼
り
、
空
調
の
冷
気
が
逃

げ
る
の
を
防
い
だ
。
１
〜
４

階
の
窓
に
は
段
ボ
ー
ル
を
貼

っ
て
西
日
の
熱
を
遮
っ
た
。

大
型
印
刷
機
を
新
規
導
入
し

た
際
に
は
、
排
熱
で
室
温
が

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

株式会社 コンパス

31.0%9.3%

3.4%

削
減

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

　

２
０
０
４
年
11
月
に
設
立

さ
れ
た
「
ほ
ど
が
や
地
域
活

動
ホ
ー
ム
ゆ
め
」
は
、
身
体

が
不
自
由
な
人
の
た
め
の
日

中
活
動
の
支
援
施
設
。
障
が

い
の
種
別
や
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
利
用
者
の
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
行
政
窓
口
な

ど
各
関
係
機
関
と
連
携
し
て

運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

省
エ
ネ
活
動
の
特
徴
は
、

経
費
削
減
を
進
め
る
事
務
局

と
快
適
な
施
設
環
境
を
目
指

す
現
場
職
員
が
互
い
に
協
力

し
合
う
こ
と
。
き
っ
か
け
は

２
０
１
３
年
10
月
に
導
入
し

た
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
だ
っ
た
。
導
入

当
初
、
事
務
長
の
野
口
さ
ん

は
全
職
員
に
省
エ
ネ
意
識
を

浸
透
さ
せ
よ
う
と
、
デ
マ
ン

ド
目
標
値
を
あ
え
て
警
報
が

鳴
り
や
す
い
低
め
の
設
定
に

し
た
。「
職
員
一
人
ひ
と
り

が
警
報
を
聞
い
て
何
を
感
じ

る
か
。
意
識
が
芽
生
え
る
の

を
期
待
し
た
」
と
い
う
。

　

ま
た
野
口
さ
ん
は
す
べ
て

の
職
員
に
対
し
、
電
気
料
金

の
概
略
的
な
仕
組
み
は
説
明

し
た
が
、
デ
マ
ン
ド
の
詳
細

は
伝
え
な
か
っ
た
。「
最
初

は
何
だ
ろ
う
と
興
味
を
示
す

だ
け
で
い
い
。
そ
の
後
〝
色

が
変
わ
れ
ば
使
い
過
ぎ
〞
な

ど
の
サ
イ
ン
が
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
わ
か

り
や
す
い
モ
ニ
タ
ー
の
指
針

が
あ
る
ん
で
す
か
ら
」。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ
タ
ー
は
す

べ
て
の
職
員
が
立
ち
寄
る
事

務
所
に
設
置
し
た
の
で
す
ぐ

に
注
目
さ
れ
、
警
報
時
は
事

務
所
を
は
じ
め
廊
下
や
ホ
ー

ル
な
ど
の
共
用
部
の
空
調
を

全
員
が
協
力
し
て
一
時
的
に

止
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

野
口
さ
ん
は
「
今
ま
で
、

省
エ
ネ
を
進
め
た
い
事
務
職

員
と
快
適
な
環
境
を
提
供
し

た
い
現
場
職
員
の
意
見
は
平

行
線
で
し
た
。
そ
れ
が
警
報

や
モ
ニ
タ
ー
の
表
情
な
ど
が

活
動
の
方
向
性
を
示
し
て
く

れ
、
歩
み
寄
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
」
と
話
す
。

わ
か
り
や
す
い
指
針
が

経
費
削
減
と
快
適
環
境
の

歩
み
寄
り
を
も
た
ら
す

神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町140-2
TEL 045（340）3360
URL　http://www.e-hodogaya.org/
設立 ● 2004年11月
従業員数 ● 78名
事業内容 ● 生活介護・地域活動支援センター

社
会
福
祉
法
人
ほ
ど
が
や 

ほ
ど
が
や
地
域
活
動
ホ
ー
ム
ゆ
め

社会福祉法人ほどがや ほどがや地域活動ホームゆめ

（2011年 2013年）（2013年 2014年）

　

大
村
湾
に
面
し
長
崎
県
の

玄
関
口
と
し
て
も
知
ら
れ
る

東
彼そ

の
ぎ杵
郡
に
あ
る
「
道
の
駅 

彼
杵
の
荘
」。
全
国
で
３
件

目
と
な
る
民
間
運
営
の
道
の

駅
だ
。軽
食
喫
茶
も
併
設
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
周

辺
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
２
０

１
３
年
３
月
。「
話
を
聞
い

て
、
う
ち
で
も
で
き
る
か
半

信
半
疑
で
し
た
。
そ
こ
で
、

導
入
済
み
の
同
業
者
に
意
見

を
聞
き
、
採
用
を
決
め
ま
し

た
」
と
言
う
代
表
取
締
役
の

岡
﨑
省
三
さ
ん
。
導
入
後
、

初
め
て
の
省
エ
ネ
活
動
に
不

安
を
覚
え
た
が
、
日
本
テ
ク

ノ
の
勉
強
会
に
多
く
の
ス
タ

ッ
フ
が
参
加
し
、
取
り
組
み

の
方
向
性
は
み
え
て
き
た
。

　

最
初
に
掲
げ
た
デ
マ
ン
ド

の
目
標
値
は
13
㌔
㍗
減
の
70

㌔
㍗
。
導
入
は
春
先
で
、
夏

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
空
調
稼

働
数
の
増
加
や
冷
凍
庫
・
冷

蔵
庫
の
負
荷
も
多
く
な
り
警

報
が
鳴
っ
た
。
事
務
所
ス
タ

ッ
フ
は
ま
ず
厨
房
の
空
調
を

一
時
的
に
10
分
ほ
ど
止
め
、

必
要
な
い
照
明
を
消
し
て
回

る
。
そ
れ
で
も
鳴
り
止
ま
な

い
場
合
は
、
売
り
場
に
連
絡

を
と
り
協
力
を
求
め
た
。
今

で
は
夏
季
の
売
り
場
の
空
調

は
、
ス
タ
ッ
フ
が
自
主
的
に

ル
ー
ル
を
定
め
25
〜
26
℃
に

設
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
午
前
中
の
比
較
的
涼
し

い
時
間
帯
に
は
現
場
の
判
断

で
最
低
限
の
部
分
だ
け
稼
働

さ
せ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　

ま
た
売
り
場
の
冷
凍
シ
ョ

ー
ケ
ー
ス
か
ら
出
る
冷
気
も

有
効
に
活
用
し
、
上
部
の
空

調
を
送
風
だ
け
に
し
た
。
生

鮮
品
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
は
入

荷
量
が
少
な
け
れ
ば
２
台
の

う
ち
１
台
だ
け
に
陳
列
。
入

荷
が
多
い
日
も
、
時
間
ご
と

に
在
庫
を
み
な
が
ら
１
台
に

ま
と
め
る
。
初
め
て
の
活
動

も
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
創
意
工

夫
で
十
分
な
削
減
効
果
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
。

初
め
て
の
省
エ
ネ
活
動
も

ス
タ
ッ
フ
の
創
意
工
夫
で

目
覚
ま
し
い
削
減
効
果

長崎県東彼杵郡東彼杵町彼杵宿郷 747-2
TEL　0957（49）3311
URL　http://www.sonogi.jp/michinoeki.html
設立 ● 2002年7月
従業員数 ● 30名
事業内容 ● 道の駅

株式会社 彼杵の荘　道の駅 彼杵の荘

株
式
会
社 

彼
杵
の
荘　

道
の
駅 

彼
杵
の
荘

10kW 削
減

契約
電力

6.1% 削
減

電　力
使用量

（2012年5月～翌年4月 2013年5月～翌年4月）

（2009年9月～翌年8月 2012年9月～翌年8月）

（2012年5月～翌年4月 2013年5月～翌年4月）

（2013年 2014年）

省
エ
ネ
意
識
を
持
っ
て

社
内
設
備
を
見
直
せ
ば

見
え
な
か
っ
た
無
駄
に
気
づ
く

　

島
根
県
松
江
市
に
あ
る
株

式
会
社 

永
江
印
祥
堂
は
各

種
印
鑑
の
製
造
を
主
に
、
名

刺
・
ハ
ガ
キ
・
封
筒
な
ど
の

印
刷
も
手
掛
け
る
企
業
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
印
鑑
文
字
に
こ
だ

わ
り
、
完
全
受
注
生
産
で
納

期
順
守
を
大
切
に
す
る
。

　

２
０
１
３
年
８
月
の
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
導
入
後
、
取
締
役
副
社

長
の
飯
尾
順
一
さ
ん
は
「
日

本
テ
ク
ノ
さ
ん
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
で
省
エ
ネ
の
知
識

が
得
ら
れ
、
そ
れ
が
社
内
に

意
識
変
化
を
も
た
ら
し
た
」

と
話
す
。
意
識
を
持
っ
て
社

内
設
備
を
見
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
無

25
℃
程
度
に
し
て
い
た
部
署

が
、
あ
ら
か
じ
め
22
〜
23
℃

の
低
い
温
度
で
弱
め
に
稼
働

し
て
お
く
と
、
そ
の
後
も
む

や
み
に
設
定
を
変
え
る
こ
と

が
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

今
後
も
省
エ
ネ
意
識
の
拡

充
と
ピ
ー
ク
対
策
の
両
輪
で

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

島根県松江市矢田町 250-63
TEL　0852（21）9945
URL　http://www.nagae-hanko.com/
創業 ● 1970年11月
従業員数 ● 59名
事業内容 ● 各種印鑑の製造・販売ほか

株式会社 永江印祥堂

株
式
会
社 

永
江
印
祥
堂

代表取締役の東條章樹さん。

駄
が
浮
き
彫
り
に
な
る
よ
う

だ
。
例
え
ば
部
屋
の
隅
や
設

備
の
影
に
な
る
照
明
は
消
灯

し
て
も
支
障
は
な
い
は
ず
だ

が
、
以
前
は
当
た
り
前
の
よ

う
に
点
灯
し
て
い
た
。
そ
こ

に
意
識
の
変
化
し
た
社
員
が

気
づ
き
、
改
善
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
う
し
た
意
識
改
革
と
同

時
に
、
業
務
部
課
長
の
永
海

栄
二
さ
ん
は
デ
マ
ン
ド
対
策

に
取
り
組
む
。
永
海
さ
ん
は

「
冬
場
の
朝
８
時
を
過
ぎ
る

と
、
徐
々
に
プ
レ
ス
機
械
な

ど
が
動
き
始
め
、
そ
れ
に
空

調
が
重
な
る
と
ピ
ー
ク
が
出

る
」
こ
と
を
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
デ

ー
タ
で
確
認
。
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
「
空
調
は
出
社
し

て
す
ぐ
の
７
時
過
ぎ
か
ら
弱

め
に
稼
働
さ
せ
、
作
業
が
始

ま
る
前
に
部
屋
を
温
め
る
」

と
い
う
ル
ー
ル
を
つ
く
っ

た
。
こ
れ
は
ピ
ー
ク
対
策
だ

け
で
な
く
、
そ
の
後
の
運
用

改
善
に
も
つ
な
が
っ
た
。
こ

れ
ま
で
冬
場
の
温
度
設
定
を

（2011年3月～翌年2月 2012年3月～翌年2月）（2013年1月～6月 2014年1月～6月）

（2012年 2013年）

支配人の小池芳郎さん。

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ
（スマートクロック）」を導入している企業の省エネ活動にスポットを当てる導入事例集。
今回は、新潟、神奈川、静岡、大阪、島根、長崎の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。

　
「
以
前
は
市
の
公
害
関
係

の
仕
事
に
就
い
て
い
て
環
境

問
題
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
は
一
般
家

庭
よ
り
多
く
の
電
気
を
使
う

の
で
、省
エ
ネ
は
責
務
で
す
」

と
話
す
の
は
、
真
心
の
こ
も

っ
た
サ
ー
ビ
ス
と
家
庭
的
な

雰
囲
気
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が

後
を
た
た
な
い
富
士
市
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
「
ふ
る
い
や
旅

館
」
の
支
配
人
・
小
池
芳
郎

さ
ん
。宿
泊
客
と
一
緒
に「
省

エ
ネ
の
宿
」
と
い
う
伝
統
を

育
ん
で
い
る
最
中
だ
。

　

運
用
改
善
を
図
る
た
め
の

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
は
２
０
０
９

年
４
月
。
２
０
１
１
年
か
ら

は
約
１
年
か
け
て
、
館
内
照

明
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
。
食
堂
の
空
調
と
自
動
販

売
機
の
そ
れ
ぞ
れ
２
台
を
省

エ
ネ
タ
イ
プ
に
入
れ
替
え
、

２
０
１
２
年
に
は
人
感
セ
ン

サ
ー
を
大
量
に
導
入
し
、
照

明
の
入
り
切
り
を
自
動
化
。

無
駄
な
点
灯
を
排
除
し
た
。

　
「
で
き
る
限
り
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
警
報
が
鳴
る
場
合
は
、

館
内
放
送
で
宿
泊
の
お
客
様

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
小
池
さ
ん
。
省
エ

ネ
活
動
に
関
す
る
協
力
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
告
知
を
は

じ
め
、
宿
泊
受
付
の
と
き
に

も
説
明
。
各
部
屋
に
は
「
節

電
ご
協
力
の
お
願
い
」
の
紙

を
置
い
て
お
く
。

　

利
用
者
は
そ
う
し
た
活
動

を
理
解
し
た
う
え
で
宿
泊
し

て
い
る
が
、
ホ
テ
ル
側
は
そ

れ
に
甘
え
は
し
な
い
。
空
調

の
設
定
温
度
を
控
え
る
呼
び

掛
け
の
前
に
は
外
気
温
を
確

認
し
、
無
理
な
協
力
依
頼
は

し
な
い
。
普
段
か
ら
真
心
を

こ
め
た
接
客
を
心
掛
け
る
。

そ
う
し
た
配
慮
を
怠
ら
な
い

こ
と
が
大
前
提
だ
。
小
池
さ

ん
は
「
今
ま
で
の
積
み
重
ね

を
大
切
に
し
、
地
球
温
暖
化

抑
制
の
一
助
に
な
る
よ
う
今

後
も
努
力
を
続
け
ま
す
」
と

意
欲
を
み
せ
た
。

真
心
の
接
客
と
環
境
保
全
の
両
立

宿
泊
客
と
一
緒
に
育
む

「
省
エ
ネ
の
宿
」
と
い
う
伝
統

静岡県富士市平垣町 6-1
TEL　0545（61）0233
URL　http://www.fuji-furuiya.com/
創業 ● 1935年10月
従業員数 ● 9名
事業内容 ● ビジネス旅館ほか

富士市ビジネスホテル ふるいや旅館

富
士
市
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル 

ふ
る
い
や
旅
館

17kW 削
減

契約
電力

11.9% 削
減

電　力
使用量

（2008年 2013年）
富
士
市
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル 

ふ
る
い
や
旅
館
の
外
観
。

株
式
会
社 

コ
ン
パ
ス
工
場
内
の
様
子
。

代表取締役の岡﨑省三さん。

事務長の野口さん。

取締役副社長の飯尾順一さん（右）
と業務部課長の永海栄二さん。

「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ
　BSジャパン（BSデジタル 7ch テレビ東京系）にて毎週水曜夜 9時 54 分から放映中の「省エネの達人『企
業編』」。この番組で紹介されたエコノウハウを紹介していく。今回は「アイデアを生かした冬の暖房対策」
にスポットを当て、放送回をピックアップした。ここに掲載した 3回分も含め、過去の放送を再生でき
るウェブサイト（左記）もある。サイトには冬の暖房対策についての特集ページも用意されている。

アイデアを生かした
冬の暖房対策

番組バックナンバー配信中
http://eco-tatsujin.jp/

い
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前
の
時

間
帯
に
は
、
ロ
ビ
ー
の
暖

房
だ
け
を
稼
働
。
区
切
り

が
な
か
っ
た
以
前
に
比

べ
、
熱
が
逃
げ
な
く
な
っ

た
の
で
、
空
調
の
負
荷
は

下
が
り
消
費
電
力
が
削
減

で
き
た
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

後
に
つ
け
る
廊
下
の
暖
房

も
空
間
が
限
ら
れ
て
い
る

の
で
、
す
ぐ
に
暖
ま
る
。

　

こ
の
ア
イ
デ
ア
暖
房
術

に
加
え
、
館
内
の
電
球
３

０
０
個
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換

す
る
設
備
改
善
も
行
っ

た
。
そ
う
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
電
力
使
用
量
は

約
20
％
削
減
で
き
た
。
削

減
し
た
ぶ
ん
は
、
中
庭
に

新
た
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設

置
す
る
な
ど
、
よ
り
快
適

な
空
間
づ
く
り
に
役
立
て

て
い
る
。

「落合楼村上」
木造建築のメリハリ暖房術　省エネの成果はお客様へ還元！

【第 139回】2013 年 2月27日放送分
　

暖
房
の
効
率
を
上
げ
る

た
め
３
０
０
０
坪
の
敷
地

に
建
つ
広
い
館
内
の
９
カ

所
に
、
ガ
ラ
ス
の
つ
い
た

格
子
戸
を
設
置
し
た
の
が

静
岡
県
伊
豆
市
の
老
舗
旅

館
「
落
合
楼
村
上
」。
ロ

ビ
ー
に
つ
な
が
る
ス
ペ
ー

ス
や
長
い
廊
下
の
各
所
を

格
子
戸
で
区
切
る
こ
と

で
、
部
分
的
に
暖
房
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

宿
泊
客
が
訪
れ
て
い
な

広いスペースは区切って暖房
湿
度
50
％
以
上
を
維
持
し

て
い
る
が
、
以
前
は
そ
の

た
め
に
加
湿
器
を
使
い
、

そ
の
う
え
、
鍋
で
お
湯
も

沸
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で

吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
た

天
井
を
、
ス
タ
ッ
フ
手
づ

く
り
の
カ
ー
テ
ン
を
縫
い

合
わ
せ
た
天
幕
で
ふ
さ

ぎ
、
加
湿
す
る
空
間
を
狭

く
し
た
。
こ
れ
で
湯
沸
か

し
は
不
要
に
な
り
、
加
湿

器
だ
け
で
湿
度
を
保
て
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

効
果
は
そ
れ
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。
吹
き
抜
け
に

逃
げ
て
い
た
暖
気
が
、
イ

ン
テ
リ
ア
の
よ
う
に
し
つ

ら
え
た
天
幕
で
遮
ら
れ
、

明
ら
か
に
暖
房
の
効
き
が

よ
く
な
っ
た
。
空
調
負
荷

は
低
減
さ
れ
、
電
力
使
用

量
も
削
減
さ
れ
た
。

「社会福祉法人紬会 特別養護老人ホーム 玉樹」
職員手づくりのインテリアが活躍！　居室の保湿と省エネに役立てています

【第 201回】2014 年 5月7日放送分
　

冬
場
の
乾
燥
対
策
と
し

て
天
井
に
張
り
わ
た
し
た

布
が
、
暖
房
の
効
率
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
り
、
電
気

使
用
量
が
12
％
も
削
減
で

き
た
。
そ
ん
な
一
石
二
鳥

の
省
エ
ネ
術
を
実
践
し
て

い
る
の
が
、
茨
城
県
結
城

郡
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人

紬
会 

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム 

玉
樹
だ
。

　

こ
こ
で
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
感
染
予
防
と
し
て

吹き抜けをふさぐ手づくり品
の
客
席
部
分
、
そ
し
て
レ

ジ
付
近
の
３
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
る
。
空
調
は

レ
ジ
付
近
に
１
つ
、
残
り

２
ブ
ロ
ッ
ク
に
各
２
つ
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　

レ
ジ
付
近
の
空
調
は
、

来
店
時
に
寒
さ
を
感
じ
さ

せ
な
い
た
め
止
め
ら
れ
な

い
。
そ
こ
で
ま
ず
窓
側
と

中
央
の
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
を

止
め
て
み
た
。
だ
が
、
窓

側
は
外
の
冷
気
が
伝
わ
る

た
め
寒
い
。
試
し
に
窓
側

を
稼
働
さ
せ
た
ま
ま
、
中

央
の
２
つ
を
止
め
て
み
る

と
、
外
気
が
窓
側
の
暖
房

で
遮
ら
れ
中
央
部
分
の
暖

か
さ
は
保
た
れ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
番
組
内
で
利

用
客
の
意
見
を
聞
い
た
と

こ
ろ
「
快
適
で
す
」
の
答

え
が
返
っ
て
き
た
。

「グレイスガーデンplus」
店内どこでも、あたたか快適！　エアコン稼働の方程式を発見しました

【第 194回】2014 年 3月19日放送分
　

店
内
の
暖
か
な
快
適
性

を
保
ち
つ
つ
、
空
調
の
稼

働
台
数
を
減
ら
せ
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
発
想
を
現

実
の
も
の
に
す
る
た
め
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

空
調
の
「
稼
働
方
程
式
」

と
も
い
え
る
省
エ
ネ
法
を

あ
み
出
し
た
の
が
、
兵
庫

県
姫
路
市
の
カ
フ
ェ
レ
ス

ト
ラ
ン
「
グ
レ
イ
ス
ガ
ー

デ
ンplus

」。

　

店
内
は
、
窓
側
、
中
央

快適性を維持する稼働術

社
内
で
の
印
鑑
製
作
の
様
子
。

　

新
潟
県
新
発
田
市
に
あ
る

株
式
会
社 

新
星
家
具
「
家

具
処
ほ
し
の
」
は
、
天
然
木

を
使
っ
た
一
枚
板
の
テ
ー
ブ

ル
や
テ
レ
ビ
ボ
ー
ド
な
ど
個

性
豊
か
な
品
々
が
揃
う
家
具

の
専
門
店
。
代
表
取
締
役
の

星
野
忠
太
さ
ん
と
妻
の
千
鶴

子
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
店

舗
を
運
営
し
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
７
月
に
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導
入
し
た
。
ま
ず

は
店
舗
横
の
事
務
所
に
モ
ニ

タ
ー
と
時
計
を
設
置
。
電
気

の
使
用
状
況
を
常
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
、
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
電
気
の
使
い
方

を
改
善
し
て
い
っ
た
。

　

開
店
準
備
で
店
に
入
っ
た

と
き
、
こ
れ
ま
で
な
ら
照
明

と
空
調
の
ス
イ
ッ
チ
を
一
斉

に
入
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を

改
め
る
。
開
店
前
の
掃
除
で

は
空
調
は
つ
け
ず
、
必
要
な

照
明
だ
け
。
空
調
を
つ
け
る

と
き
も
、ま
ず
は
１
階
店
舗
、

時
間
を
お
い
て
事
務
所
、
来

店
客
の
状
況
に
応
じ
て
店
舗

の
２
階
と
い
う
決
ま
り
を
つ

く
っ
た
。
夏
場
の
暑
い
時
期

は
、
朝
の
涼
し
い
う
ち
に
弱

め
の
空
調
を
稼
働
さ
せ
て
お

き
、
時
間
を
か
け
て
室
内
の

温
度
を
安
定
さ
せ
る
よ
う
に

し
た
。
以
前
は
営
業
時
間
中

ず
っ
と
つ
け
っ
ぱ
な
し
だ
っ

た
商
品
を
照
ら
す
65
個
の
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
、
来
店
客

に
合
わ
せ
て
小
ま
め
に
入
り

切
り
す
る
。

　
「
省
エ
ネ
の
意
識
が
高
ま

っ
た
の
は
確
か
で
す
。で
も
、

無
理
な
こ
と
を
し
て
い
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
星

野
さ
ん
。千
鶴
子
さ
ん
も「
１

つ
で
も
空
調
を
消
す
と
、
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の

色
が
変
わ
り
、
モ
ニ
タ
ー
の

数
値
も
下
が
る
。
成
果
が
す

ぐ
わ
か
る
か
ら
楽
し
ん
で
続

け
ら
れ
ま
す
」
と
笑
顔
を
向

け
る
。
習
慣
化
し
た
取
り
組

み
は
今
後
も
続
い
て
い
く
。

取
り
組
み
の
成
果
が

す
ぐ
に
わ
か
る
か
ら

楽
し
ん
で
省
エ
ネ
を
継
続

新潟県新発田市日渡 48
TEL　0254（27）3354
URL　http://www.hoshino-kagu.jp/
設立 ● 1967年9月
従業員数 ● 4名
事業内容 ● 木製家具の販売

株式会社 新星家具　家具処ほしの

株
式
会
社 

新
星
家
具　

家
具
処
ほ
し
の

4kW
削
減

契約
電力

8.8% 削
減

電　力
使用量

（2011年 2012年）

（2011年9月～翌年4月 2012年9月～翌年4月）

代表取締役の星野忠太さんと奥
様の千鶴子さん。

個
性
豊
か
な
家
具
が
揃
う
店
内
。

http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140319.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140507.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20130227.html
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第三十九回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

芝蘭之化 しらんのか ─ 2 ─
　

人
間
は
環
境
の
動
物
だ
。

周
囲
の
環
境
や
接
す
る
人
に

影
響
を
受
け
、
人
間
は
成
長

し
て
い
く
。
自
分
を
向
上
さ

せ
る
気
持
ち
が
強
い
人
ほ

ど
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
環

境
に
身
を
置
く
。
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
の
イ
チ
ロ
ー
が
そ

の
好
例
で
あ
る
。

　

イ
チ
ロ
ー
は
、
優
勝
が
縁

遠
い
マ
リ
ナ
ー
ズ
か
ら
常
勝

球
団
の
ヤ
ン
キ
ー
ス
に
移
籍

し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
イ
チ
ロ

ー
の
言
葉
だ
。「
勝
つ
こ
と

へ
の
強
い
思
い
は
、
ど
の
チ

ー
ム
の
人
間
で
あ
っ
て
も
持

っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
は
負
け
を
許
さ
な

い
空
気
が
存
在
し
て
い
る
。

勝
利
と
い
う
共
通
の
目
標
に

向
か
っ
て
一
人
ひ
と
り
が
プ

ラ
イ
ド
を
持
っ
て
な
す
べ
き

こ
と
を
し
て
い
る
。
そ
の
空

気
感
が
違
う
ん
で
す
」。

　

ヤ
ン
キ
ー
ス
は
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
の
常
勝
球
団
だ
。
打

者
と
し
て
数
々
の
記
録
を
塗

り
替
え
て
き
た
イ
チ
ロ
ー
に

は
、快
い
刺
激
だ
っ
た
の
だ
。

こ
の
移
籍
に
よ
っ
て
イ
チ
ロ

ー
の
心
の
高
揚
が
数
字
に
も

み
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
イ
チ

ロ
ー
は
他
球
団
の
高
額
オ
フ

ァ
ー
を
蹴
っ
て
ま
で
ヤ
ン
キ

ー
ス
に
残
留
す
る
こ
と
を
選

ん
だ
。
そ
れ
は
、
イ
チ
ロ
ー

と
い
え
ど
年
齢
に
は
勝
て
な

い
た
め
、
少
し
で
も
長
く
野

球
人
生
を
過
ご
そ
う
と
考
え

た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め

に
、
一
流
の
場
に
身
を
置
き

た
か
っ
た
の
だ
。

　

芝し

蘭ら
ん

之の

化か

だ
。

　

一
流
の
場
は
、
自
分
の
身

を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
、
刺

激
を
与
え
て
く
れ
る
か
ら

だ
。
そ
れ
は
イ
チ
ロ
ー
の
言

葉
か
ら
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

私
が
研
修
を
し
て
い
る
あ

る
企
業
の
専
務
は
、
熱
血
漢

と
い
わ
れ
、
社
員
か
ら
の
信

頼
も
厚
い
人
だ
。
専
務
は
、

研
修
の
指
針
で
あ
る
「
本
気

と
肯
定
思
考
」
を
、
先
頭
に

立
っ
て
実
行
し
、
社
員
に
も

実
行
す
る
よ
う
常
に
呼
び
掛

け
て
い
る
。社
員
同
士
で
も
、

そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
人
を

見
か
け
た
ら
、
注
意
し
合
う

よ
う
に
と
指
導
し
て
い
る
。

　

入
社
２
年
目
の
斉
藤
さ
ん

が
、
研
修
の
感
想
文
に
書
い

た
内
容
は
、
専
務
に
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
た
。
彼
は

研
修
指
針
を
ま
っ
た
く
理
解

し
て
い
な
い
新
入
社
員
の
２

人
に
そ
の
内
容
を
体
得
す
る

ま
で
繰
り
返
し
話
す
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
い
た
。
環
境

は
企
業
文
化
を
、
そ
し
て
社

員
の
人
間
性
を
育
て
る
の

だ
。
芝
蘭
之
化
だ
。

人
間
は
環
境
の
動
物

成
長
で
き
る
場
に
身
を
置
こ
う
! !

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
企
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

特製ポストカードプレゼント
正解者の中から抽選で 50 名の方に、日本テクノ特製ポストカードセ
ット（13 枚組）をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ下記あて先までご郵送ください。また、インターネットのサイ
ト「Eco News Web Magazine」からも応募できます。下記 URL にアク
セスして当コーナー応募フォームのリンクをクリックし、画面の指示
に従いご応募ください。なお、発表は賞品の発送をもって代えさせて
いただきます。締め切りは 2015 年 3 月 27 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【Eco News Web Magazine】http://econews.jp/

●タテのカギ●
①  今、電力市場はチュ○○○
の的だ。

②  日本三景。松島、天橋立、
○○クシマ。

③  太陽系第３惑星の青い星。
⑤  お父さんのほうの親戚。
⑧  照明が光るのもエアコンが
動くのもこれがあるから。

⑩  もう 2015年か、早いね。
「コウ○○矢のごとし」。

●ヨコのカギ●
②  「おばあちゃんの知恵袋」。
ネコ（ミー）の下の果物。

④  お正月恒例行事。ぺったん、
ぺったん。

⑥  休みのコウラ○○は大混雑。
⑦  キュービクルは、ジ○○ン
設備。

⑨  大吉！ 今年は運がいいぞ！
⑪  5 面左下の記事「環境モデ
ルト○○○ボウ」。

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は
小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

河 村 隆 一 の エ コ ス タ デ ィ
実はよく知らないのに、今さら聞くのも恥ずかしい……そん
な言葉を、環境活動家としても知られる河村隆一さんが調べ、
やさしく答えるこのコーナー。今回は、最近の環境分野の政
策目標には、たいてい盛り込まれている用語。

このコーナーで取り上げてほしい環境関連の用語を
募集しています。ご応募は日本テクノ「河村隆一の
エコスタディ」係まで。環境用語と連絡先を明記の
うえハガキでご送付ください。ウェブサイト（http://
econews.jp/）からも応募できます。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
38
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。〈
答
え
は
４
面
に
掲
載
〉

環境問
題

常識テ
スト

電力システム改革の一環とし
て今年４月に発足予定の組織。
全国的な電力融通を統括する
などの役目を果たすのは？

a
b
c
d

電気事業連合会

電力システム連合会

電力広域的運営推進機関

電力システム推進機関

Question
1

2014 年 6 月に只見と南アル
プスが登録。自然と人間社会
の共生に重点を置いてユネス
コが認定するものは？

a
b
c
d

ユネスコエコパーク

世界自然遺産

環境モデル都市

国定公園

Question
2

よりよい世界を築くため国連
が掲げた目標。2015 年まで
に達成する８つの目標や 21の
ターゲットなどを示すものは？

a
b
c
d

ミレニアム開発目標

エンバイロメント開発目標

グリーンターゲット

ミレニアムターゲット

Question
3

高圧電気設備の工事・保守・
運用に関する保安の監督者、
またはその資格のことを示す
ものは？

a
b
c
d

エネルギー管理士

電気工事施工管理技士

電気通信主任技術者

電気主任技術者

Question
4

低
炭
素
社
会
っ
て
何
？

　

福
島
県
の
飯
坂
温
泉
に
あ
る
ホ
テ
ル

天
竜
閣
の
代
表
・
杉
山
徳
茂
さ
ん
は
、

「
あ
の
日
は
膝
が
ガ
ク
ガ
ク
し
て
も
う

駄
目
か
と
思
っ
た
」
と
語
り
始
め
た
。

　

不
動
産
業
を
営
む
兄
か
ら
相
談
さ

れ
、
食
品
卸
の
営
業
か
ら
ホ
テ
ル
業
へ

転
身
し
て
４
年
、
立
ち
上
げ
の
苦
労

を
乗
り
越
え
て
リ
ピ
ー
タ
ー
が
つ
き
始

め
、
30
名
の
従
業
員
と
と
も
に
経
営
が

軌
道
に
乗
り
出
し
た
と
き
、
東
日
本
大

震
災
は
起
き
た
。施
設
の
修
繕
依
頼
は
、

材
料
が
な
い
と
断
ら
れ
、
自
分
た
ち
で

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
直
し
て
い
っ
た
。

そ
う
し
て
徐
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復

興
支
援
の
人
々
を
受
け
入
れ
始
め
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
強
豪
校
と
し
て
知
ら
れ

る
福
島
県
立
富
岡
高
等
学
校
の
校
長
と

教
頭
が
訪
れ
た
の
は
そ
の
こ
ろ
だ
。「
サ

ッ
カ
ー
部
の
生
徒
約
50
名
を
２
〜
３

年
、
い
や
何
年
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と

頭
を
下
げ
ら
れ
た
。

　

富
岡
高
校
は
福
島
第
一
原
発
か
ら
半

径
10
㌔
㍍
圏
内
に
あ
る
。
避
難
を
強
い

ら
れ
、
生
徒
は
今
も
県
内
外
の
４
カ
所

の
高
校
に
分
散
し
て
通
学
す
る
。
そ
の

サ
ッ
カ
ー
部
の
共
同
生
活
の
場
を
提
供

し
て
ほ
し
い
と
の
申
し
入
れ
だ
っ
た
。

　

費
用
も
提
示
さ
れ
た
。
だ
が
、
期
間

も
定
ま
ら
な
い
状
況
で
は
経
営
者
と
し

て
、
と
て
も
承
諾
で
き
る
金
額
で
は
な

い
。「
悩
ん
だ
の
は
確
か
で
す
。
で
も
、

気
が
つ
い
た
ら
〝
わ
か
り
ま
し
た
〞
と

返
事
を
し
て
い
ま
し
た
」
と
杉
山
さ
ん

は
、
は
に
か
む
よ
う
に
言
う
。
そ
の
と

き
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
高
校
時
代

に
自
分
の
こ
と
を
心
か
ら
信
頼
し
て
く

れ
た
恩
師
の
言
葉
だ
っ
た
。「
君
に
は

人
が
喜
ぶ
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
」。

　

そ
の
後
、
多
く
の
人
の
働
き
か
け
で

生
徒
た
ち
が
被
災
者
認
定
を
受
け
、
学

校
や
Ｏ
Ｂ
、保
護
者
の
支
援
も
集
ま
り
、

当
面
、
費
用
の
心
配
は
な
く
な
っ
た
。

　

１
年
生
の
と
き
か
ら
ホ
テ
ル
天
竜
閣

で
の
共
同
生
活
を
経
験
し
て
い
る
世
代

は
、
２
０
１
３
年
度
の
全
国
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
へ
出
場
を
果
た

し
た
。
今
年
度
は
県
大
会
の
決
勝
で
惜

３年間ともに暮らす生徒も「お客様」

し
く
も
敗
れ
た
が
、
こ
こ
で
の
生
活
で

得
た
も
の
は
勝
敗
よ
り
も
温
か
い
。

　

杉
山
さ
ん
も
３
年
間
を
彼
ら
と
一
緒

に
過
ご
す
。
当
然
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

間
柄
に
な
る
。
だ
が
、「
決
し
て
お
客

様
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
」
と
言
い
続
け
る
。「
お
も
て
な
し
」

の
心
が
な
く
な
っ
た
ら
ホ
テ
ル
で
は
な

く
な
る
。「
私
ど
も
は
一
人
で
も
多
く

の
方
に
飯
坂
温
泉
に
来
て
い
た
だ
き
、

よ
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
の
で

す
。
ぽ
か
ぽ
か
の
温
泉
に
浸
か
り
、
お

い
し
い
料
理
を
食
べ
、
ぽ
か
ぽ
か
し
た

気
持
ち
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
う
信
念
は
、
富
岡
高
校
の
生

徒
た
ち
に
も
通
じ
て
い
る
。

気
づ
く
と
受
け
入
れ
の
承
諾
を
し
て
い
たホテル天竜閣・代表の杉山徳茂さん。共同生

活を続ける生徒一人ひとりに「おもてなし」
の心をもって対応する。

テクノユーザー

復興への歩み

22Scene

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
埋
め
て
い

き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
５
つ
の
文
字
を

組
み
合
わ
せ
〝
電
気
〞
に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
、
英
語
で
言
え
ば
バ
ッ

テ
リ
ー
。

■ 

古
着
や
古
新
聞
で
排
水
を
き
れ
い
に 

■

　

寒
さ
厳
し
き
折
、
皆
さ
ん
元
気
に
お
過

ご
し
で
す
か
。
今
年
も
環
境
に
や
さ
し
い

エ
コ
な
生
活
を
心
掛
け
た
い
で
す
ね
。
今

回
は
台
所
で
簡
単
に
で
き
る
エ
コ
な
工
夫

を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
で
は
、
着
ら
れ
な

く
な
っ
た
洋
服
や
新
聞
紙
を
縦
10
㌢
、
横

20
㌢
ほ
ど
に
切
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
雑
巾

を
常
備
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
重
ね
て
、

使
用
済
の
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
に

収
納
。
お
料
理
が
終
わ
っ
た
後
の
フ
ラ
イ

パ
ン
や
お
鍋
は
、
古
布
で
お
お
ま
か
な
汚

れ
を
ふ
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
す
。

　

家
庭
の
中
で
使
用
さ
れ
る
生
活
排
水
の

う
ち
、
約
40
％
は
台
所
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
牛
乳
コ
ッ
プ

１
杯
を
排
水
と
し
て
流
し
て
し
ま
う
と
、

魚
が
住
め
る
水
質
に
戻
す
に
は
、
風
呂
お

け
11
杯
分
、
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
20
㍉

㍑
だ
と
20
杯
分
も
の
水
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
器
を
洗
う
と

き
に
は
洗
い
桶
を
使
用
し
て
、
洗
剤
や
水

の
量
を
少
な
く
抑
え
た
り
、
お
米
の
と
ぎ

汁
は
流
さ
ず
に
、
植
木
の
水
や
り
に
使
用

す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　

ほ
ん
の
ひ
と
手
間
の
工
夫
で
、
環
境
に

や
さ
し
い
生
活
が
実
践
で
き
ま
す
。
今
年

も
、
皆
さ
ん
の
エ
コ
な
知
恵
や
取
り
組
み

を
た
く
さ
ん
お
送
り
く
だ
さ
い
ね
。
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

検 索日本テクノ　おばあちゃんの知恵袋

http://econews.jp/idea

おでんに入れるスジ肉は炭酸を少し
加えて煮るとすぐにやわらかくなり、
光熱費のムダを抑えます。

兵庫県・あきひろさん

今回はこんな知恵を提供していただきました！

おばあちゃんの特製手ぬぐいプレゼント !!
くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募
いただいた方の中から抽選で毎月10名様に、おばあちゃんの
特製手ぬぐいをプレゼント！　投稿内容は選考のうえ、本紙また
はウェブサイトにて紹介させていただきます。
応募方法〈はがき〉ご連絡先とお名前を明記のうえ、日本テクノ
「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉下
記ウェブサイトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

サイトには、おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグ
ッズのつくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさん。月1回のメー
ルマガジンでは、更新情報やメルマガ限定｢おばあちゃんへの質問コ
ーナー」をお届けしています。同サイトにて購読を登録ください。

　

こ
ん
に
ち
は
、河
村
隆
一
で
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。２
０
１
５
年
の
初
回
は「
低

炭
素
社
会
」
を
取
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。
環
境
問
題
に
興
味
が
あ
る
人

な
ら
一
度
は
目
に
し
て
い
る
だ
ろ

う
基
本
的
な
言
葉
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
炭
素
」
は
主
に

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
指
し

ま
す
。
つ
ま
り
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
を

大
幅
に
減
ら
し
た
社
会
の
こ
と
。

排
出
削
減
の
取
り
組
み
を
進
め
、

社
会
全
体
で
目
指
し
て
い
こ
う
と

い
う
目
標
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

Ｃ
Ｏ
２

は
地
球
温
暖
化
の
原
因

の
燃
焼
な
ど
で
Ｃ
Ｏ
２

は
大
量
に

排
出
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の

排
出
を
大
き
く
食
い
止
め
た
先
に

あ
る
の
が
低
炭
素
社
会
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
産
業
構
造
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
が
必

要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
化
石
燃
料

の
よ
り
効
率
的
な
使
用
方
法
の
開

発
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡

充
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
の
推
進

も
必
要
で
す
。
低
炭
素
社
会
を
実

現
し
、
暮
ら
し
や
す
い
地
球
を
次

世
代
に
渡
し
た
い
で
す
ね
。

と
さ
れ
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス
で

す
。
温
暖
化
は
大
雨
や
干
ば
つ
な

ど
の
異
常
気
象
、
海
面
の
上
昇
、

生
物
多
様
性
や
人
の
健
康
へ
の
影

響
と
い
っ
た
危
機
的
な
状
況
を
も

た
ら
し
ま
す
。
大
気
中
の
温
室
効

果
ガ
ス
濃
度
が
増
え
て
い
る
た
め

に
温
暖
化
は
進
行
し
て
お
り
、
現

在
そ
の
排
出
量
は
地
球
の
吸
収
量

の
２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
に
は
メ
タ
ン
な

ど
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
日
本
で
排
出
さ
れ

る
の
は
約
95
％
が
Ｃ
Ｏ
２

で
す
。

石
油
や
石
炭
と
い
っ
た
化
石
燃
料

特製ポストカードセット

日本テクノが毎年制
作しているエコカレン
ダーのイラストをデ
ザインしたポストカー
ド。左の写真にある6
枚のほか各月の季節
感あふれる絵柄が楽
しめる13枚セット。

おばあちゃんの

知恵袋
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